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新 しいサ ミッ トの一巡 りにむ けて

独立行政法人 情報通信研究機構(MCT)

自然言語グループリーダー 井佐原 均

 皆 様 ご存 知のよ うに、昨年9月 にタイのプー ケ ッ トにおいて、第10回 機械翻訳 サ ミッ トが開催 され ました。ア

ジアでは、第1回 の箱根 、第4回 の神戸 、第7回 のシンガポール に続 く開催 で、今後 、2007年 の ヨーロ ッパ(コ

ペ ンハ ーゲン) 、2009年 の アメ リカを経て 、第13回 の機械翻訳サ ミッ トをアジアで2011年 に 開催 する ことにな

ります。

 今 回 のサ ミッ トでは、現地委員 会 と して 、タイ の大学や研究機 関の方々にサ ミッ ト開催 の多 くの部分 を中心 に

な って行 っていただ きま した。第1回 、第4回 がほぼ完全 に 日本主体 の ものであ り、第7回 もシンガポールか ら

の支援 を受 けま した が、限定的 なものであ った こ とを考 える と、今回 よ うや く日本でのサ ミッ ト開催か らア ジア

太平洋へのサ ミッ ト開催 へ と歩を進めた よ うに思 います。

 今 後はまず、日常的なAAMTの 活 動の一環 と して、中国や韓国 との協調的な活動 を目指す必要があ ります。 日

本 以外での支部の開設な ども早晩 日程 に上って くるか も しれません。 また、 日本 、中国、韓国が地理的に東ア ジ

アに集 中 してい ることもあ り、東南 アジア、南ア ジア との交流は簡単で はあ りませ んが、 ヨmッ パ、ア メ リカ

とともに機械翻 訳の健全 な発展 の一翼を担 うAAMTと しては、これ らの地域 と東 アジア との交流の強化を進 めて

い くことが肝 要です。

 今 回 のサ ミッ トに合 わせて 、日本 、中国、韓 国以外 のアジア圏の研究 グル ープを紹 介 したAAMTジ ャーナル の

サ ミッ ト特別 号を発行 しま したが 、そ こには、 タイ(2件)、 マ レー シア(1件)、 ベ トナム(1件)、 イン ド(10

件)、 ス リランカ(1件)、 パキスタ ン(1件)の 研 究グルー プの紹介 が載せ る ことが出来ま した。 もちろん、 日中

韓 には多 くの研 究グループがあ り、相互の 交流 も盛 んですが、 この特別号に載 っていた機 関の多 くは、皆 さんに

とって も初 めて 目にす る ものだったので はないか と想像 します。 このよ うな情報 の共有が 、相互理解の 一歩 とな

ると考 えます。

 2011年 に 再び機械 翻訳サ ミッ トが回 って きた ときに、AAMTが 真 のア ジア太 平洋 の組織 にな り、サ ミッ トが

さらに充実 した もの になるこ とを期待 してやみ ませ ん。 そのこ とこそ が、 日本の機械翻訳 を研究か ら商品化 まで

の全域 において、活性 化する ことに も繋が っている と考 えます。
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MT Summit X and New Development of MT

Jun-ichi Tsujii

President of AAMT

Professor, University ofTokyo

MT Summit X was held at Phuket, Thailand from September 13to 15,2005. It was the fourth Summit in

Asia, following Hakone(1987), Kobe(1993)and Singapore(1999). It successfully attracted more than

250participants from 30 countries.

While the USA has invested substantially in MT and multilingual NLP for a decade, Europe and Japan,

who used to be major players in the field, have been rather inactive for quite a few years. However, the

large number ofparticipants of MT Summit X proves that there is renewed interest in the field in Asia.

The fact that three invited speakers out ofsix were from China means that there is strong interest in MT

treating Chinese language. The Digital Olympics project in China, which aims to provide multi-lingual

real-time information services at the Beijing Olympics 2008 and in which Machine Translation will play

amajor role, motivated the participants. Many participants seem to be very enthusiastic about the special

issue of AAMT(Asia-Pacific Association for Machine Translation)journal on MT activities in Asia as

well.

SMT(Statistical MT)has reached its optimum in research. One of the main speakers, Herman Ney, who

gave an exciting invited talk on SMT, told me that, when he attended the MT Summit for the first time at

Santiago de Compostela in Spain,2001,he felt that SMT was on the verge of the MT community and

that people looked curiously at their work as interesting research but did not really take it seriously. The

situation has changed significantly since then. SMT has become the mainstream of MT research or at

least one ofthe focus points. Other paradigms such as rule based MT systems have also adopted a more

data-driven approach, such as the automatic acquisition of lexica or rules, while the example-based MT

and the SMT are becoming more and more similar.

However, as Ed Hovy, former president of IAMT, eloquently said at one of the panels, MT has a long

history in which"new"paradigms appeared to be promising, but before they achieved their

much-expected break-throughs they were replaced with another paradigm. While the SMT has

contributed significantly to the field and shed new light, the limitations of the paradigm have become

clear to many researchers, who have the feeling of deja vu that, while one paradigm has reached its

peak, we have yet to overcome major obstacles.

Iwas involved in rule-based and linguistics-based paradigms at MT during the 80's and early 90's.

These paradigms failed to live up to their expectations, partly because we did not have the technology

for it. Linguistic-based grammar was not robust enough for dealing with real-world text and the parsing
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technology based on such grammar was still in the early stages ofdevelopment. For example, it used to

take either a few minutes or a few hours to parse a sentence of normal length by unification-based

grammar. However, the technology has made significant progress since then. Our group at the

University of Tokyo recently succeeded in parsing the whole abstracts in Medline(1,418,949,650

words)by using HPSG-based grammar. The grammar is robust enough for dealing with actual

sentences in abstracts in Bio-medical papers and the parser we have developed is efficient enough. A

sentence whose average length is more than 20 words can be parsed in an average of less than one

second.

Even though we have yet to fully understand the integration of linguistics-based high-precision parsing

technology with the SMT and other data-driven MT paradigms, I believe that the merging of several

MT paradigms, including the SMT, Linguistics-based and Knowledge-based MT, will be possible

sooner than expected. High-quality MT, which is more in demand in wider markets than fast but

average-quality MT, cannot be attained only by the pure form ofSMT.

The MT Summit X will be remembered as a milestone in the future development ofMT.

The article appeared in The ELBA Newsletter July-December 2005(Vo1.10n.3&4).
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麟
MT Summit Xに 参 加 し て

東京大学医学部附属病院 荒牧 英治

 10回 目 となるMT Summit Xは 、9月12日 ～16

日 タイはプー ケ ッ ト島にて開催 され た。ご存知の通

り、プー ケ ッ トは、イ ン ド洋を臨むア ンダマ ン海 に

浮かぶ タイ最 大の リゾー ト観 光地である。意気揚々

と飛行機 に乗 り込 んだ。まず、懸念 されたのが一昨

年前のイン ド洋大r波 被 災の影響 である。 しか し、

道路に所 々積 まれ ている土嚢 が、被災の面影を残す

だけで、町は通 常の姿を取 り戻 しているかの ように

見えた。それ どころか、タイの この季節は雨季であ

るにも関わ らず 、観 光地 らしい賑やかな活気に満 ち

てお り、車窓か らは、大勢 の観 光客 がみ られ た。

 会 議 の 会 場 に も な っ て い るHilton Phuket

Arcadia Resort and Spa[1】 ホ テル は、海 まで徒歩1

分 とい う抜群の立地の リゾー トホテルで あった(図

1)。 残 念な ことに、(前 述 した よ うに)雨 季で ある

ため、波が高 く海 で泳 ぐことはできなかったが、そ

れで も、幾人かは(自 己責任で)泳 いでいる猛者 も

いた。また、幸い なこ とに、4つ ほ どあるプールは

利用可能で、学会の合間 にプールサイ ドで くっ ろぐ

研究者の姿 も見 られ た。

会議概観

会議では、参加者はア ジア諸国 を中心 に、業界を牽

引す る研 究者/開 発者 な ど約200名 が 集 ま り、活発

な議論を戦わせた。他 の国際会議 が、研究発表中心、

それ もアメ リカを中心 とした統計的 、あるいは機械

学習 といった手法 に偏向す るなかMT Summitの

特 色は、(1)研 究 者以外 の参加 者、すな わち翻訳

家や 翻訳 会社/翻 訳 システム メー カか らの参加者

も多い点 、(2)ア ジ ア、 ヨー ロッパな どア メ リカ

以外か らの参加者 が比較的多い点であ る。

図1:ホ テルか らの景色

講離

今回の会 議で も、まだその傾向 は続 いてい るよ う

ではあるが、や は り大局には逆 らえず、徐々に統計

的な 方法論 が広まってきているよ うに感 じた。例 え

ば 、翻 訳結 果 を評価 す る際 には 、 多 くの研 究 が

BLEU[2]やNIST[3】 とい う統計的 な 自動評価 尺度

を用 いて いた。あま りに当然 のよ うにそれ らが用い

られ るの で、も し、これ らの 自動評価 を行 わない場

合には、行 わない(行 うこ とが できない)理 由を述

べ る必要が あ るかの よ うな雰囲気 であ る。 これ ら

BLEUやNISTの 妥 当性 につ いては多 くの研 究者

が疑問を抱いてい る中で、これ らが広 まっているの

は統 計的な方法論が、いか に業 界全体 に普及 してい

るかを示す ものであ り、興味深い。

統計 的翻 訳

さて、今回のMT Summitで の 統計的な翻訳 の現

状は どうであったか とい うと、Peter F. Brown等

IBMの 研 究 グループに より提 案 されて[4】か らもは

や20年 以 上た ってお り、す でに研 究の方法論 と し

て あ る種 の様 式 美 さえ感 じられ る段階 にな って き

た。すな わち、モデルの改良、デ コー ダ、自動 評価

法な ど、ある部分 に着 目して、提案 ・改良を行 い精

度 の向上 を報 告す る。
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あま りに、同 じよ うな書 き出 し、実験 、結論で終わ

るた めに、著者名 とアブ ス トラク トか ら容易に内容

が想像で きる場合 もある。この よ うな共通 のフォー

マ ッ トに基づいた研 究発表は透明性が あ り、理解 し

やすいが、意外性 に乏 しく、大 きなイ ンパ ク トの あ

る発 表は少なかった よ うに思 う。しか し、その よ う

な状 況下で、GoogleのFJ. Ochが か つてないほ ど

の大規模 な コーパ ス を用 いた研 究 をチ ュー トリア

ル にて紹介 し、大きな関心を集めていた。

用例べ一ス翻訳

 一方、もう一つの次世代翻訳方式である用例ベー

ス翻訳方式についての発表も盛んであり、筆者等 も

統計的な考えを取 り込んだ方式の研究発表[5】を行

った。また、今村等[6】も同様な内容の発表を行い、

用例ベース翻訳と統計べ一ス翻訳の大きな違いが

なくなってきた感がある。どちらがどちらに吸収さ

れつつあるのかは、見方/考 え方によって微妙であ

るが、両方式の違いがどのように融合されていくの

か、非常に楽しみである。

ル ールベ ース

 ま た、昔なが らのルールベー ス翻 訳に関す る発表

も健在 であった。未 だ製 品化 され てい る翻訳 ソフ ト

はルールベ ースが基本 であるだけに、時流に流 され

ない これ らの研 究が継続/発 表 され る ことは、価 値

のある ことだ と考える。

最後 に

最後 に、タイの ウィラ ッ ト博士 がオーガナイズ した

パネル"Lesson learnt from MMT Project"に つ い

て。 このパ ネルはMMTと い う20年 ほ ど前 の多言

語 間機 械翻 訳の ためのプ ロ ジェク トを振 り返 る内

容で 、感極 まって涙声 となっている質 問者 がいた。

言わず もが なで あるが、機械翻訳は 自然言語処理 の

究極の 目標の 一つで ある。現在 、このMT Summit

をは じめ、機械翻訳研 究は非常に盛 んであ るが、多

くの研 究者 の涙 ぐましい努力のあ とを、我 々は歩 ん

で いるのだ と、実感 した瞬間であった。

【11htt〕://、 、ww.〕huket.c(,m!arcadia

[2]Kishore Papineni and Salim Roukos

and Todd Ward and Wei Jing Zhu, BLEU

aMethod for Automatic Evaluation of

Machine Translation, Proceedings of the

Annual Conference of the Association for

Computational Linguistics(ACL2002), pp

311-318,2002.

[3]G.Doddington, Automatic evaluation

of machine translation quality using

n-gram   co-occurrence   statistics,

Proceedings of the Human Language

Technology  conference  (HLT2002),

pp.257-258,2002.

[4)Peter F. Brown and John Cocke and

Stephen A. Della Pietra and Vi-cent J.

Della Pietra and Frederick Jelinek and

John D. Lafferty and Robert L. Mercer

and and Paul S. Roossin, A Statistical

Approach to Machine Translation,

Computational Linguistics,16(2),1990.

[5]Eiji Aramaki and Sadao Kurohashi

and Hideki Kashioka and Hideki Tanaka,

Probabilistic Model for Example based

Machine Translation, Proceedings of MT

Summit X, pp.219-226,2005.

[6]Kenji Imamura and Hideo Okuma and

Eiichiro Sumita, Practical Approach to

Syntax based  Statistical  Machine

Translation, Proceedings of MT Summit

X,pp.267-274,2005.
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国際会議MTサ ミッ トX参 加報告

国際電気通信基礎技術研究所(ATR)

音声言語コミュニケーション研究所

         隅田 英一郎

国際会議MTサ ミッ トは1987年 に 日本 の箱根 で第一回

会議 が開かれ 、今回で10回 目の開催 を迎 えた機械翻訳

に関する重要な会議 である。通 常の技術 的な会議 と異

な り、利 用者 、政 策担 当者 、研 究者 が集 まって意 見交

換を行 う点が、MTサ ミッ トの特色 となっている。今回

のMTサ ミッ ト に準備段 階か らかかわ り、現地 でも裏

方の一人 として参加 したので、その立場 か ら振 り返 っ

て報告する。

具 体 的 な 準 備 活 動 が 始 ま っ た と こ ろ 、 開 催 地 プ ー ケ ッ

トを 津 波 が お そ っ た 。 当 初 、 開 催 を 危 ぶ む 声 も あ っ た

が 、Conference Chairの 辻 井 潤 一 会 長 、 Local

Organizing ChairのVirach Sornlertlamvanich氏 、

Program Chairの 井 佐 原 氏 を 中 心 と した 関 係 者 とAAMT

事 務 局 の 頑 張 り で 開 催 に こ ぎ つ け た 。 蓋 を 開 け て み る

と 、前 回 よ り多 い 約250名 が 参 加 し大 成 功 に 終 わ っ た 。

報告者は東大の黒橋 先生 と共同で、チュー トリアル と

ワー クシ ョップのア レンジを担 当 した。 チュー トリア

ル3件 、 ワークシ ョップ4件 を設 けた。

チ ュ ー ト リ ア ル

●Franz Och (Google)に よ る Statistical Machine

Trans!ation  Foundations and Recent Advances

● Tetsuya Nasukawa (IBM) }こ よ る Text Mining:

Opportunity for Machine Translation Technology

● Mike Dininger (Spoken Translation)に よ る

Interlinguas and Semantic Roles

ワークシ ョップ

・

・

・

・

Prof. Mikel L. Forcada(Universitat d'Alacant)

に よ るOpen-Source Machine Translation

llr.  Michael  Carl  (IAI/Universitat  des

Saarlandes) と Prof。 Andy Way (School of

Computing/Dublin City University) に よ る

Example‐Based Machine Translation

横 山 晶 一 理 事(山 形 大 学)に よ るPatent

Translation

Ur. Cristina Vertan (University of Hamburg) ,

Prof. Ur. Walther v. Hahn (University of

Hamburg) と  Dr. Vladislav Kubon  (Charles

University Prague)に よ る Semantic Web

Technologies for Machine Translation

統計翻訳、用例翻訳、中間言語翻訳、SemanticWebな

ど、機械 翻訳の手法や知識 に関す るもの、挑戦的 な応

用分野である特許翻 訳、 さらには、 ソフ トウエ アの新

しい潮流であ るオープン ソースの観点か らの機械翻訳

へのアプ ローチ、隆盛 となって いるTEXT MININGと 機

械 翻訳を比較する ものな ど内容 も多岐にわた り、参加

者 も多 く盛 況であった。

参加者 として、興味深かった点を以下にま とめる。

・ 統計翻訳の グループ(H.NeyやF. Och)と 他 の

手法の グループの意見の対立が随所に現れ た。結

論 と して は 、現 時 点 で最 高性 能 を出 して い る

BRUTE FORCEな(構 文な ど言 語知識をほ とん ど使

わない)方 式は、最終的 には言語 知識 を使 う方式

に統計的決 定理論 を取 り込ん だ ものに勝 ち を譲

るだろ うとい うのが、多数意 見 となった。
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● 会 議 期間 中 メー カ各社 か らのデモ シ ステ ムの展

  示 が行 われ た。ATRもPDAを 使/)た 皆声翻訳 シス

  テ ムの展示 を行 った。 来客に英語のPDAを 渡 し、

  ATRの 担 当者 が 日本語のPDAで 答 える形式で 自由

  に会話 を行 うと、(結 果 がガ タガ タになる場 合 も

  あ った が)処 理 の速 さ、訳質の良 さな ど好印象を

  も って くれ るケースが多か った。機械翻 訳の関係

  者 に音声翻訳 を体験 していただ く とい う機会 を

  い ただ き感謝 している。

参bll Vii-6、充 実 した会議の内容 と ともに、それぞれ に、

タイの 文化(料 理、ダンス、ムエ タイな ど)と 自然(海 、

動植 物)に 触れて感動を持 ち帰 り、有意義で あったと

ろ うと,思う。

最近 のニ ュー スに よれ ば、プー ケ ッ トの 復興 も目覚 し

く、各国の支援 とタイの国の人々の前向 きな逞 しさに

安堵 を覚える。
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MT Summit X参 加 報 告

富士通株式会社 小玉 修司

 私は前々回のスペインに次いで2度 目のSummit

参加で した。

 本会議でまず 目についたのは統計的機械翻訳の

隆盛で した。大量の対訳テキス トさえあれば、言語

知識も文法理論も要 らないという考え方なので、新

規参入障壁がきわめて低 く、従って若い研究者が

続々と参入 し、学界としては活況を呈している、と

ある方に解説 していただきました。

 統計翻訳は、対訳テキス ト以外に何 もないところ

から短期間でともかく動く翻訳システムを作る、と

い う課題に対 しては、相当の実績を上げているよう

ですが、既に膨大な言語資産が蓄積されている既存

の翻訳システムと同じ土俵で競争 して勝てるか と

言 うと、そこまで行くのは大変な気が します。

 従って、統計的な手法を部分的に、あるいは従来

の技術と組み合わせて使って、翻訳システムの精度

向上を目指す、という折衷的 ・融合的なアプローチ

に魅力を感 じます。 こうした方向の研究は、(特に

日本の研究者によって)多くなされていた と思いま

す。もっとも、過去の言語資産の蓄積を一切否定す

るような、言わば統計翻訳原理主義とでも言 うべき

勢力もかなり強いようですが。

 また、機械翻訳の適用分野を絞 り込むことによっ

て、高い費用対効果を得ようとする試み も数多くあ

ります。今回のSummitで 特許翻訳に関するワー

クショップが開催された ことはその一つの表れだ

と思います。特許翻訳は、文がとんでもな く長かっ

たり、特殊な術語や言い回 しが使われていた りと固

有の難しさがありますが、翻訳対象となる情報の経

済的価値が高く、大きな翻訳需要が存在するとい う

ことと、人手で蓄積された大量かつパラレル度の高

い対訳テキス トが存在する、とい うニーズとシーズ

双方の要因で、盛んに研究されています。

 多 言語展 開へ の関心 は高かった と思 うのですが 、

その際に主体 となるのは政府 ・公的機 関、もしくは

その援助 の下で、とい うのが大前提で あるよ うに思

いま した。周知の よ うに、米国では国家安全保 障の

見地 か ら、多言語処理 システムの研究 に多額 の予算

が注 ぎ込 まれ ています が、その他 の動機 に しても学

術的興味 、あるいは理想 主義や 愛国心 といったもの

で、ビジネス として成 り立っ と考 えて いる人 はあま

りいない気が します。

 そ もそ も一般に機械翻訳 とい うものが、何 らかの

スポ ンサー シ ップな しに、独 立 した製品 と して成 り

立 ち うるものなのか、日本におけ る英 日 ・日英翻訳

(い くつ もの商用パ ソケー ジが存在 する)は 希有 な例

外ではないか、とい う疑 問を持 ちま した。私た ちが

市場動向調査委員会 と して今回のSummitで 行 っ

た発表 と質疑 を通 じて、商用 ソフ トの販 売が 日本に

限 らず右肩 下が り傾 向に ある こ とが確認 され たの

も、 この思いを強 くします。

 こ うした状 況を打開するために、少 な くとも当面

の間は 「人間の翻訳者 に取 って代 わる ソフ ト」では

な くて、 「人間の翻訳者 を助 け、 その生産性 を向上

させ る ソフ ト」への指向を強め ざるを得 ないよ うに

思 います。現在盛 んに研 究 され てい る評価 の問題 に

して も、単に アウ トプ ッ トの品 質に留 ま らず、(翻

訳 ソフ トの助 けを借 りた)人 間 に よる翻訳 業務の生

産性向上 をどの よ うに測 るか、とい うことが議論 さ

れな ければな らない と思います。こ うした点への関

心が、今回のSummitで は 減 ってきてい るよ うに

感 じられたのは残念で した。

 終 わ りに、MT Summit Xを き わめてスムースに

運営 された関係者 各位 の多大な ご努力 に対 し、深 く

感謝 いた します。
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MT Summit x参 加 報 告

沖電気工業株式会社 山崎 貴宏

 MT Summit Xは 、9月12日 か ら16日 に か けて 、

リゾー ト地 として名高 いプーケ ッ ト(タイ)で 開催

さ れ た 。 会 場 は 、Hilton Phuket Arcadia

Resort&Spaと い うホ テル で あった。 この ホテル

は、ア ンダマ ン海 に臨んだ広大な敷地にプールや ジ

ム 、スパな どさまざまな施設が揃 った 、ま さに リゾ

ー ト、 といった雰囲気 であった。

 プ ー ケ ッ トといえば、前年 の12月 にスマ トラ沖

地震 に伴 う津波 で大 きな被 害 を受 けた場 所 であ る

が、会場周辺 では海岸 沿いの道路 が最近整備 された

よ うに見 える点以外 は、津波 の痕跡 は見 られ なかっ

た。また、プーケ ッ トでもっ とも賑 わ う繁華街 であ

り、津波 の被 害が もっ とも大きかったバ トン ・ビー

チに も訪れたが 、工事 中の建物 もみ られた もの の、

観 光客を中心 に、津波 があった ことを感 じさせ ない

ほ どの賑 わいで あった。

 会 議 は12日 に3件 のチ ュー トリアル 、13日 か ら

3日 間 にわ た り本会議 、最終 日の16日 には4件 の

ワー クシ ョップ、とい うスケジュール であった。本

会議 にお いては、招待講演9件 、一般 発表41件 、

ポ スターセ ッシ ョン22件 、展示11件 、パネル3

件 とい う盛 沢山の内容で、研 究者 、ユーザ、ベ ンダ

ーの興味 に合 わせ て、趣向が凝 らされ ていた よ うに

思 う。

 さて、MT Summit Xに お いて、沖電気 工業では

デモ展示 とPatent Translation Workshopに お い

て発表 を行 った。

 ま ず、デ モ展示においては 、「ユーザが協 力 して

辞 書を育て る」 とい う 「訳 してね っと」のコンセ プ

トの説 明を 中心 に、それぞれの興味 に合 わせ て特 許

翻訳や 、中 日翻訳、辞書や専門語抽出機能 な どの説

明 を行 った。MT Summltは 他 の言語処理の会議 と

は異 な り、翻訳者 といった機械翻訳のユーザ も参加

す るため、出展者 と して は、普段 とは異な る視 点か

らの意見 をいただ いた り、デ ィスカ ソションを行 え

た りと、非常に有意義で あった。

 次 に、Patent Translation Workshopで は 、特許

翻訳に関する初めての ワー クシ ョップで あったが、

活発な質疑応答 が行 われ、参加者 の関心の 高さが伺

えた。

 さ ら に 、Open-Source Machine IYanslation

Workshopで は 、飛び入 りで 「訳 してねっ と」の紹

介 をす る機会 をいた だいた。

 会 議全体 につ いては、統計的手法の利用が盛んに

なってい る点や、BLEUを は じめ とす る自動 評価手

法 の普及、多言 語翻訳が印象 に残 った。統計的手 法

の利用は、近年の利 用可能な言語資源の増加 が背景

にあると考 えられ、今 後 もこの流れはますます加速

してい くよ うに思 われ る。 自動評価手 法にっい て

は、その方式 について議 論 されて いるものの、多 く

の発表で評価 値 と して用 い られ ている点か ら、機械

翻訳 の客観的 な評価 手法 が望 まれ てい たこ とが感

じられ た。多言語翻 訳については、様 々な言語での

機械翻 訳が試み られ てお り、今 後 も機械翻訳の扱 う

言語が増加 してい くことが感 じられた。

 私 は今回初 めてMT Summltに 参加す ることと

なったが、研究 者のみではな く、ユーザな ど、機 械

翻訳 に関わ る様 々な人が参加 し、議論 を行 うため、

様 々な視点の意 見を聞 くことがで きる、とい う点に

非常 に感銘 を受 け、機 械翻訳業 界に とって重要な位

置づ けであ ることが感 じられ た。

 「訳 してねっと」は通信 ・放送機構平成14年 度

基盤技術研究促進制度に係る研究開発課題 「多言語

標準文書処理システムの研究開発」の一環 として行

われています。
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一
              MT Summit X参 加 レポー ト

日本電気株式会社 坂尾 要祐

 MT Summit Xは 、2005年9月12日(月)

か ら16日(金)に か けて、タイ のプー ケ ッ ト島で

開催 された。

 MT Summitへ の 参加 は もとよ り、日本国外へ行

くことが初めての経験 であ ったため 、会場 に到着す

るまでには、プー ケ ッ ト空港 での入国審査で、審査

官 のジェ スチ ャー を上手 く解 釈 できず に手間取 っ

て しま うな どの トラブルがあった。しか し、プーケ

ッ ト空港では親切 な係 の方に迎 えられ、送迎車 によ

り(タ イ独特 の交通 事情 もあ り、少 々ス ピー ドが速

く怖 くもあったが)無 事 に会場 となるホテル に到着

す ることがで きた。

 会 議は閑静で落ち着いた雰囲気の カロン ・ビーチ

沿いに建つホテルHilton Phuket Arcadia Resort

&Spaで あ り、発表の合間 に人 のほ とん どいない ビ

ーチ を眺めて和んだ り
、ビーチを眺めなが ら朝食 ・

昼食 をとることができた(残 念 なが ら風が強 く、遊

泳す ることは できなかった)。 一方で、後 日に観光

で訪れたバ トン ・ビーチは大規模 な歓楽街 とい った

風情であ り、小 さな島内であって も、ビーチ ごとに

異な る雰囲気 を感 じた。

 初 めての海外 での学会でかな り緊張 し、見知 らぬ

地域です ごす 不安 もあったのだが、大学院時代の後

輩や 日本国内の学会 で見かけた研 究者の方な ど、多

くの 日本人参加者 が参加 してお り、す ぐに会議の雰

囲気に打 ち解 けた。また 、ホテルの従業員な どタイ

の方は押 しなべて 人当た りが良 く、英語で良好に コ

ミュニケー シ ョンを とる ことができた。

 招 待講演や 各セ ッシ ョンにお いては、既 に実用化

され ているシステ ムや 、それ をベー スに した研 究に

つい ての 発表が 多 く見 られ 、研 究 だけではな く医

療 、行政、街頭 サー ビスな どの様 々な分野へ と機械

翻訳 が広が ってい るの を実感 した、,また対nh 書 の

ア ライ メン トの研究や、特許文書の構造 の研 究な ど

の言 語の構 造 を用 いたア プ ローチ につ いての発 表

は、自身 の研 究分野 と近 いた め興味深 く聞 くことが

で きた。

 特 に興 味深 く聞けたの はチ ュー トリアルセ ッシ

ョン"Text Mining:Opportunity for Machine

Translation Technologゾ'(IBM那 須 川 氏)で 、主

にテ キ ス トマイ ニン グ技術 を紹介 す る内容で あ っ

たが、中に機械 翻訳技術 をテ キス トマ イニ ング技術

に応 用す る事例 についての紹介があ り、テキス トマ

イニ ング と機械翻訳の連携に よ り、新 しい ことがで

きる可能性 を感 じた。

 私 は、 ポス ターセ ッシ ョンにお いて"Japanese

language analysis for syntactic tree mining to

extract characteristic contents" とい うタイ トル

で、大 量の言語解析構造 か ら共通部分構 造を抽 出す

るこ とで特 徴的 な意味内容 の抽 出を可能 とす るテ

キス トマイニ ング技術 について発表 した。発表内容

は、同 じ意 味で言語解析構造の異 なる 日本 語解 析結

果 をマイ ニ ング時 に同一視す るた めの構 造変 形処

理 技術について 、お よび、マイニ ングによ り抽 出 さ

れ た 言語構 造に 含まれ る文節 か ら文 を構 成 し出力

す る ことで 、分 か りやす いマイニ ング結果 を提 示す

る方法についてで ある。ポスターセ ッシ ョン会場で

は、一人 当た りの発表 スペー スが狭 く若干 発表 し難

く感 じたが、発表中に構造変形に よる同意 味の言語

解析構 造の同一視の有効性 にっいての質問 を受 け、

言 語解析 構造 か らの共通部分構 造 の抽 出に よ り同

一意味 内容 の抽出 が可能で あるか ど うか が国 際的

に も注 目され てい ると感 じた。今後 もテ キス トマイ

ニングや機械 翻訳な どの諸分野 に、自然言語処理技

術で貢献 してい く決意を新たに した。
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一

特許機械翻訳ワークショップ(Workshop on Patent Translation)報告

山形大学教授 横山 晶 ・

1.は じめに

 MT SummitXに 付 随 して、2005年9月16日 に特許翻

訳 ワー クシ ョップ(Workshop on Patent Translation)

が 開催 され た。この ワー クシ ョップは、AAMT/Japio特

許 翻訳研究会(委 員長:辻 井潤 一)に お ける種々の議

論(こ れ については、総会等 で報 告済みであ る)を も

とに、MT Summitで ワー クシ ョップを開いて、 この分

野の研究者の意見交換がで きれ ばよい とい う趣 旨の下

で 、研究会委員が中心 とな ってプ ログラム委員会を作

り、その協力の もとに開催 され た。Chairは 横 山晶一

で ある。 日本、デ ンマー ク、韓国 、イスラエル な どか

ら29名 の参加者が あ り、招待講演1っ と、ユー ザか ら

の講演2つ 、一般発表9つ が行われ た。以 下にワー ク

シ ョップの概 要を報告す る。

2.特 許翻 訳 ワークシ ョップの概 要

 プ ログラムの発表順 に、概 要を簡単 に述べ る。記載

のペ ージは、ワー クシ ョップの予稿集 のペ ージを示 し、

時間は、そのセ ッシ ョン トー タルの時間 を示す。間の

時間は、休憩や昼食 に当て られ てい る。

招 待 講 演(8:30-9:20)(司 会:横 山 晶 一)

Bente Maegaard:Patent Translation in Denmark(予

稿 な し:事 後 に 講 演 内 容 のpowerpointの コ ピ ー を1組

織1セ ッ ト配 布)

 デ ン マ ー ク コ ペ ン ハ ー ゲ ン 大 学 のBente Maegaard

教 授 に よ る 講 演 。EUの 一 員 と し て の デ ン マ ー ク に つ い

て 簡 単 に 触 れ た 後 、 デ ン マ ー ク で 特 に 特 許 関 連 の 機 械

翻 訳 シ ス テ ム を 手 が け て い る い く つ か の 会 仕

(Plougman&Vingtoft A/S, Zacco A/S, Lingtech A/S)

の 仕 事 に つ い て 述 べ た 。 ヨ ー ロ ッパ で は 、 英 語 、 ドイ

ツ 語 、 フ ラ ン ス 語 の3言 語 の い ず れ か で 特 許 を 出 す よ

うに 定 め ら れ て い る。 そ こ で 、 デ ン マ ー ク の い くつ か

の会社では 、人手 を援用 しつつ、特許の機械翻 訳を行

ってい る会祉がい くつか ある。その中か ら ヒ記3つ の

会社 について、いずれ も少数のス タッフが、か な り努

力 して、辞 書な どを構築 してい る様 子が述べ られた、,

ま た、これ は この ワー クショップへの出席 者がほぼ 共

通 に持 って いた認識 であるが、特 許文特有 の文体、長

文で複雑 な構造 な どによって、特許翻訳 では、た とえ

それに特化 した として も、品質の問題 とい うものがつ

いて回 るとい うこ とを明確 に指摘 した。また 、EUROTRA

の 経 験や、翻訳 スピー ドの問題 、頑健性、特許テ キ ス

トの語彙の問題 など、非常 に幅広 い話題 を分か りやす

く取 り上げて、招待講演 によって 、参加者のモチベー

シ ョンを高め るのにふ さわ しい内容であ った。

一 般 講 演1(9:20 -10:00)(司 会:横 山 晶 一・)

(1)  Sayori  Shimohata:  Finding  Translation

Candidates from Patent Corpus (p.50)

 沖 電 気 の 下 畑 氏 に よ る 発 表 。 二 言 語 の ほ ぼ パ ラ レル

に な っ て い る 特 許 コ ー パ ス を 用 い て 、 専 門 用 語 の 翻 訳

を 見 つ け 出 す と い う シ ス テ ム に つ い て 解 説 して い 乱 、

複 合 語 に つ い て は ま だ 問 題 点 は あ る が 、こ れ に よ っ て 、

も と の 辞 書 に は の っ て い な い 専 門 用 語 を 一L位10ま で

の 候 補 で 見 る と約80%の 精 度 で 抽 出 す る こ と が で き た 。

(2)  Young-Gil  Kim,  Seong-II  Yang  of  al.:

Terminology    Construction    Workflow    for

KoreamEnglish Patent Translation (p.55)

 韓 国 のETRIの グ ル ー プ に よ る 発 表 。本 会 議 に も 発 表

が あ っ た が 、 短 期 間 で 韓 国 語 か ら英 語 へ の 特 許 翻 訳 シ

ス テ ム を 開 発 し た 経 緯 を 述 べ て い る 。 こ ち ら の 発 喪 で

は 、特 に ワ ー ク フ ロ ー を 中 心 に 発 表 した 。具 体 的 に は 、

辞 書 の ゴ ー ル を ど の よ う に 設 定 す る か や 、 半 自 動 的 に

専 門 用 語 の 翻 訳 語 を 構 築 す る 点 を 述 べ た 。
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一一般 講 演2(10:30-12:00)(司 会:下 畑 さ よ り)

(1)   Shuichi   Yokoyama,   and   Yuya   Kaneda

Classification  of  Modified  Relationships  in

Japanese Patent Sentences (p.16)

 横 山 に よ る 発 表 。 特 許 文 は 長 文 で 複 雑 な 係 り受 け 構

造 を 持 っ て い る が 、 こ れ は 日本 語 の 特 許 文 で も例 外 で

は な い 。 こ こ で は 、 係 り受 け 解 析 シ ス テ ム の 誤 り を 修

正 す る 過 程 で 出 て く る 誤 り の パ タ ー ン を 分 類 し 、 特 許

翻 訳 に お け る 誤 り の 自動 抽 出 へ の 指 針 とす る 研 究 に っ

い て 述 べ た 。

(2)  Einat H.  Nir,  and Geoffrey L.  Melnick:

Constant-Sense Connection Paths (p.21)

 イ ス ラ エ ル の グ ル ー プ に よ る 発 表 。 発 表 は 二 人 が そ

れ ぞ れ の 研 究 を 分 担 す る 形 で 行 わ れ た 。 意 味 の 曖 昧 性

を 解 消 す る た め に は ど の よ う に す れ ば よ い か を 、 特 に

多 言 語 翻 訳 と い う観 点 か ら述 べ た が 、時 間 の 関 係 か ら 、

や や 一 般 論 に 終 始 し て 、 研 究 の 詳 細 に つ い て 余 り詳 し

い 発 表 が な か っ た の が 残 念 で あ っ た 。

(3)  Isamu Okada, Shinichiro Miyazawa et a1.:

Quality Analysisof Patent Para!lel Corpus by the

Scale (p.29)

 日 本 の グル ー プ に よ る 発 表 。 大 規 模 コ ー パ ス の 一 般

的 な 傾 向 を 推 定 で き れ ば 、 対 訳 コー パ ス 収 集 や シ ス テ

ム 構 築 の 経 済 性 は 向 上 す る 。 そ の た め 、 計 量 的 手 法 で

コー パ ス の 特 性 を 分 析 し た 。 具 体 的 に は 、 特 許 対 訳 コ

ー パ ス を 用 い て 、 そ の 規 模 と ヒ ッ ト率 の 関 係 を 統 計 的

に 明 ら か に し た 。

(4) Svetlana Sheremetyeva:  ``Less, Easier and

Quickeピ'  in Language Acquisition for Patent MT

(p.35)

 デ ン マ ー クの 人 に よ る 発 表 。 こ こ で は 、 特 許 翻 訳 に

関 す る シ ス テ ム を 開 発 す る 際 に 、 知 識 表 現 や 知 識 獲 得

に 関 す る 部 分 を ど の よ う に 効 率 的 に 行 っ て 、 ス ピー ド

の 速 い 機 械 翻 訳 シ ス テ ム を 作 成 す れ ば よ い か とい う観

点 か らの 発 表 が 行 わ れ た 。

ユ ー ザ に よ る 講 演(14:00-15:30)(司 会:梶 博 行)

(1) f{irocki Kawai:Patent Information Web ServlCPS

using MT at JP〔〕(予 稿な し)

 日本の特許庁の河合弘明氏 による発表。E3本 では 、

世界の 中で も早 くか ら、特許 を ウェブ上で公開 し、 し

か もそ の英訳 も同時 にウェブ上 で閲覧 で きるシステ ム

が確 立 している。 この世界 に誇れ るシステムの開発の

経緯 と現状 につ いて述べ た。特 にDossier inMachine

Translation(機 械 翻訳における一式書類)と い う考 え

方 が印象的 であった。

(2) Wolfgang Taeger:European Machine Translation

Programme(予 稿 な し)

 こち らは、 ヨー ロッパ特許 庁(ミ ュ ンヘ ン)か らの

発表。Maegaard教 授 の発 表の ところで も述べた よ うに、

ヨー ロッパ の特許 は、英語 、 ドイツ語 、 フランス語 で

出す ことになっている。 ドイツ語 、フ ランス語 、スペ

イ ン語 と英語 の間の機械翻訳 を 目指 した システ ム開発

が進 め られ ている現状 について述べ た。

一 般 講 演3(16:00-17:00)(司 会:柏 岡 秀 紀)

(1)  Svetlana  Sheremetyeva:  Embedding  MT  for

Generating Patent Claims  in  English  from  a

Multilingual Interface (p.8)

 一 般 講 演2の4番 目 と 同 じ 著 者 に よ る 発 表 。 こ ち ら

で は 、英 語 以 外 の 言 語 か ら 、英 語 へ の 翻 訳 を 行 う際 に 、

特 許 翻 訳 用 に チ ュ ー ニ ン グ し た イ ン タ フ ェ ー ス の 開 発

に つ い て 述 べ て い る 。 こ こ で は 、 デ ン マ ー ク 語 か ら英

語 へ の シ ス テ ム に っ い て 述 べ た 。

(2)  Christoph Neumann: A Human‐Aided Machine

Trans!ation System for Japanese‐ English Patent

Translation (p.1)

 前 記 の 発 表 と 関 連 す る 発 表 で 、 こ ち ら は 、 日本 の 機

械 翻 訳 会 社 に 勤 務 す る ドイ ツ 人 に よ る 発 表 。 上 と同 様

の 方 法 論 を 日本 語 か ら英 語 へ の 特 許 翻 訳 シ ス テ ム に 適

用 した 場 合 の 現 状 と 問 題 点 に つ い て 、 特 許 の ク レー ム

の 部 分 を 用 い て 説 明 し た 。

(3) Hiroyuki Kaji: Domein Dependence of Lexical

Translation  A Case Study of Patent Abstracts

(p.43)

 梶 博 行 氏(今 年4月 よ り静 岡 大 学 、そ れ 以 前 は 日 立)
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による発表。英語から日本語への機械翻訳の際に、特

に領域固有の翻訳(専 門用語等の)を 行う必要がある

が、それ らを完全ではないが、ある程度パラレルにな

っているコーパスから抽 出するという試みについて、

すでに発表 している経済紙の方法論を、特許翻訳に適

用 した結果について述べている。類似の方法論が特許

翻訳で も有効なことが確かめられた。

ま と め(Wra-u Meetin)(17:00-18:00)(司 会:Bente

Maegaard)

 Maegaard教 授 によって、特許翻訳におけ る問題 点が、

特許の書式、 コーパ スの収集 、配列、辞書の獲得、辞

書 ツール、前処理、特許 の翻 訳、表現 とイ ンタフェー

ス と、手際 よくまとめ られ 、Chairの 横 山の 「皆が問

題 を共有 して、 さらに研 究を進めたい」 とい う挨拶 で

幕 を閉 じた。

3.お わ りに

 本 ワー クシ ョップでは、特許 の機械翻 訳のかかえ る

問題点 を参加者 が共有す るこ とができた。 その結果、

特許機械翻訳 を今後 どの よ うに改 良 した り研 究 してい

けば よいかが明確 にな り、大変有意義 であった。機械

翻訳関係 の研究者 、ユーザ、 メー カー 、政府 関係 者等

が世界 レベルで一一同に会す る機 会は この会議以外 には

非 常に少ない。そのために も今後 ともこの会議の継続

と発展 を祈ってい る。

 ワークシ ョップでは、プ ログラムの頻繁な変更や会

場 の変更な どで、参加者 に対 して迷惑をかけた。 今後

の反省点 である。 こうした点を改めっつ、で きれ ば ワ

ー クシ ョップ ももう一度行 いたい とい う希望を持 って

いる。
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躍
第16回 通常総会開催のご案内

1.口 時

2.会 場

3。 議 題

2006年6月16日(金) 13:30～14:15

千 代 田 区神 田駿 河 台3-2-11総 評 会館204会 議 室

TEL:03-3253-1771  FAX:03-3253-1765

URL: http://www. sohyokaikan. or. jp

第1号 議 案 2005年 度 事 業 報告(案)

第2号 議 案 2005年 度 決 算 報告(案)

第3号 議 案 2006年 度 事 業 計画(案)

第4号 議 案 2006年 度 予 算(案)

第5号 議 案 役 員 改 選(案)

第6号 議 案 AAMT移 転 の 件

そ の 他 、 会 員提 案 事 項

4.総 会 当 日の全プ ログラム

行 事

総   会

活動報告会

講 演 会

 講演1

 講演II

長尾賞授与式

受賞記念講演

懇 親 会

内 容

第16回 通常総会

2005年 度活動報告

「人間の誤り、機械の誤り:外国語学習者のコーパスを見て考

えること」     明海大学 教授 投野 由紀夫 氏

「知識処理と学習・環境適合技術の時代」」

情報通信研究機構理事長/元AAMT会 長 長尾 眞 氏

ビス トロ備前

参加費5千 円

(立食パー ティー形式)

時 間

13:30-一 一14:15

14:30-r15:30

15:40^-16:50

16:50^-17:00

17:00.17:30

18:00^-20:00

【移転のご案内】

 AAMT事 務局は移転のため、住所、電話番号、ファクス番号 は以下に変更にな ります。

T619-0289

京都府相 楽郡精華町光台3・5

独立行政法人情報通信研究機構(NICT)

自然言語 グルー プ内

アジア太平洋機械翻訳協会(AAMT)

電話番号:0774-93-4625

FAX番 号:0774-93-4627

業務開始 日:平 成18年7月3日

Asia-Pacific Association for Machine

Translation(AAMT)

c/oComputational Linguistics Group

National Institute of Information and

Communications Technology(NICT)

3-5Hikari-dai, Seika-cho, Soraku-gun

Kyoto,619-0289 Japan

Phone:+81774934625

Fax  :+81774934627

Effective July 3,2006
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Articles of the AAMT Nagao Award

    rAAMT長 尾 賞 」 規 約

Article 1.

To commemorate the awarding of the 2005(21St)Japan Prize to Dr. Makoto Nagao, the AAMT

shall confer an award during its Annual General Assembly either to an individual or a group

of AAMT members who has been judged to have made an outstanding contribution to the

promotion and development of practical machine translation.

第1条

長 尾 眞 博 士 に よ る 「2005年 日 本 国 際 賞 」受 賞 を記 念 し、ア ジ ア 太 平 洋 機 械 翻 訳 協 会(以 下 「AAMT」

と 略 す)は 、 機 械 翻 訳 の 実 用 化 の 促 進 お よ び 研 究 開 発 に 対 して 優 れ た 貢 献 の あ っ た と判 断 さ れ る

当 協 会 個 人 会 員 も し くは 法 人 会 員 に 属 す る 個 人 ま た は グ ル ー プ に 対 して 、 年 次 総 会 に お い て 賞 を

授 与 す る 。 賞 の 名 称 は 「AAMT長 尾 賞 」 とす る。

Article 2.

The AAMT may choose to establish the Nagao Award Selection Committee in order to ensure

the award winner is chosen fairly.

Between three and five members shall be appointed to the committee by the president of the

AAMT.

第2条

AAMTは 、 受 賞 者 の 公 正 な 選 考 の た め に 「長 尾 賞 選 考 委 員 会 」 を 設 置 す る こ とが で き る 。 AAMT会 長

は 、3～5名 の 委 員 を 任 命 し、 そ の う ち1名 が 委 員 長 を 務 め る も の す る。

Article 3.

Any member of the AAMT, seconded by one other member, may submit an award nomination

to the committee not less than two months before the Annual General Assembly of the AAMT.

第3条

全 て のAAMT会 員 は 、総 会 の2ヶ 月 以 上 前 ま で に 受 賞 候 補 者 名 を 長 尾 賞 選 考 委 員 会 に 提 出 す る こ と

が で き る。 た だ し、 少 な く と も1名 の 他 のAAMT会 員 に よ る 推 薦 を 必 要 とす る 。

Article 4.

The chair of the committee shall set forth detailed rules for the administration of these

Articles.

第4条

委 員 長 は 、本 規 約 の 運 用 に あ た っ て 細 則 を 定 め る こ と が で き る 。

以上
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一

 『マイクロソフト産学連携研究機構 第1回シンポジウム』参加報告
株式会社ナビックス 村上 嘉陽

マイ クロソフ トリサ ーチ(Microsoft Research、 以 下

MSR)の 最 高責任者で ある リック ・ラシ ッ ド博士 を

日本 に迎 え、「日本の 計算機 科学の将来像 とマイ ク

ロ ソフ ト産学連携研究機構」と題 したマイ クロ ソフ

ト産 学連携研 究機構 第1回 シンポジ ウムが 昨年の

11月7日 に都 内で 開催 され た。

シンポ ジウムの前半では 、辻 井潤一東京大学大学院

教授(AAMT会 長)か ら自然言語処理関連の共同研

究 に関す る中間発表 もあったた め、今回 は辻井教授

の発表内容やパネルデ ィスカ ッシ ョンを中心に、当

日の様子について ご報告 をさせて頂 く。

マ イ ク ロ ソ フ ト産 学 連 携 研 究 機 構(Microsoft

Institute for Japanese Academic Research Collaboration,

以下IJARC)は 、 日本 におけ る産学連携 の推進組織 と

して昨年の7月1日 に設 立 された。これ に先立 ち ビ

ル ・ゲイ ツ会長 も6月28日 に 来 日し、都内 で記者

発表会 も行 った。記者発表の場 で も紹介 されたが、

IJARCで は 高度 で先進 的なテク ノロジーや 日本の 市

場 ニー ズに対応 したテーマ に関す る共同研 究、研究

助成、そ して研 究者の育成の推進 を図 り、日本の ア

カデ ミック界に貢献す るこ とを 目的 と してい る。

シンポ ジウムの 当 日には 、支援 対象 の研究プ ロジェ

ク トを選定す るア カデ ミックア ドバイザ リー コ ミ

ッテ ィ(顧 問委員会)か らデ ィレク ター であ る池内

克 史東京大学大学院教授や 、プ ロジェク トメンバー

で ある村岡洋一早稲 田大学副総長 、徳 田英幸慶慮義

塾大学教授 、米澤 明憲 東京大学大学院教授 、そ して

湯 淺太一京都 大学 大学院教授 が後 半のパネル デ ィ

スカッションで登壇 した。

シンポ ジウムは ダレン ・ヒュー ス トン マイ クロ ソ

フ ト株式 会社 代表 執行 役社 長 の開会挨 拶 に始 ま

り、MSRの ラ シ ッ ド博士か ら、 MSRは 将 来を見据 え

て 基礎研 究 支援 を拡 充す る との紹 介のあ った基調

講演へ と続 き、池内教授 のプ レゼ ンテー シ ョン とな

った。ここでは文化財 保護 のために コン ピュータサ

イエ ンスの画像 処理技術 を活用 した取 り組 み が紹

介 された。そ してその後に池内教授か ら共同研 究の

内 容 が 紹 介 され 、 辻 井 教 授 が 登 壇 さ れ て 、

「lnte!ligent Text h伯nag㎝∋nt Syst㎝ 」 と題す るプ レ

ゼ ンテー シ ョンが始 まった。

辻井教授に よると、共同研究の背景 としては近年 ウ

ェブペー ジが激 増 した り、レガ シー ドキュメ ン トが

増大す る中で情報抽 出が困難化 して きた とい う実

情があ る。医学分野で世界最大の文献デ ータベー ス

であ るMEDLINEの 事 例で見る と、毎年50万 件 も増

加 して 、今 では1,400万 件 もの文献数 になってい る

とい う。

無関係だ と思 っていた ことが、調べ てみ ると実は関

係 があ る ことが分 かった りす るこ とも珍 し くは な

い ら しく、こ うしたこ とか らも求 める情 報を適切 に

抽出することがそれほど容易ではない実情が窺える。

そ こで辻井教授 は、キー ワー ドとして以 下の3件 を

掲げ る。まず は 「lntelligent lnfoxmation Retrieval(知

的情報検索)」か ら 「Retrieval」、 次にKMS(Knowledge

Management Syst㎝)と デ ー タの統合 とい う視 点 か ら

「lntegration」、そ して最後 にテ キス トマ イニ ングや

ナ レ ッ ジデ ィ ス カ バ リー と い う視 点 か ら の

「Discovery」で あ る。

一 口に 「情報」と言って も
、実際 には生デ ー タもあ

れ ばTEXTと して構造化 されていな い情報 もあ る。

そ して さらにはXML+TEXTの 半構造化情 報 もあれば

構造化されたデータベースへの格納情報もある。

こ うした膨 大且つ多様 な情報群 には、自然言語処 理

技 術 とオ ン トロジー ・ベー スのKMSを 駆 使 した情 報

活用が有効である と辻 井教授 は指摘す る。そ して言

語 表現領域 としてのランゲー ジ ・ドメイ ン とコンセ
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プ トやその関係性 の領域 であ るナ リソジ・ドメイ ン

の双方 を考 えつつ 、言語 の持 つ表 現の曖昧 さや 多様

性 とい った こ とと〔;onceptual Invariantと の 関係 を研

究 してい く必要性 も強調す るのであ る。

端的に言 えば 、言語 の場合 は構造 がずれ て曖昧 では

あるが、言語 の持つ 複雑性 へ のアプ ロー チ と して

は、文字の裏の意味 まで戻 る とい うことであ る。

時間 の都 合 もあ って最後 はか な り駆 け足 とは なっ

たが、テキス トで何が言 われ ているかを見て情 報抽

出 を行 うモデルの説明 な どの話 に も触れ た後 、時間

とな って辻井教授 は降壇 され た。

この後は五十嵐建夫東京 大学大学院 助教授 か ら、三

次元 の コン ピュー タ グラフ ィッ クス を誰 もが使 え

るよ うにす るた めのユー ザイ ンタフ ェイ ス研 究 が

紹介 され、再び画像処理 に関す るプ レゼンテー シ ョ

ン となった。

後半 は、上述の通 りIJARCの ア カデ ミックア ドバイ

ザ リー コ ミッテ ィメ ンバ ーに よるパ ネル デ ィスカ

ッシ ョンが行 われ た。早 大の村 岡副総長 か らは ソフ

トウェア の複雑化や プ ラ ッ トフォー ムの多様 化 と

い う状況 を受 けて、スケーラ ビリテ ィとユニバーサ

リテ ィを重視 したユニバ ーサル コン ピューテ ィン

グ学 の必要性や 、爆発 的に コンテ ンツが発生す る こ

とを考慮 してマ ルチ メデ ィア コ ンテ ンツ学の必 要

性 が指摘 され た。そ して 日本 の大学のやるべき こと

として、物作 りの教育や人 の流動性 を確保 し、研 究

開発 のみ に とどま ることな く実証段階か ら商品化、

そ してその フィー ドバ ックに至 るまで大学が 関わ

ることが重要であ ると指摘 された。

慶大の徳 田教授 か らは、大学 とIT企 業の コラボ レ

ーシ ョン ・スキーム として企業の人材 を特別教授や

特別研 究員 として大学に招聰 し、共同研究プ ロジェ

ク トを推 進す ることが提案 された。反対に大学か ら

企業へは、コンサルテー シ ョンやイ ンター ンシ ップ

プログラムの実施 などが提案 された。

東大 の米澤教授 か らは ソフ トウェアのセ キュ リテ

ィに関す る研究報 告が なされ 、統計ベー スの分析や

検証段 階、セ キュアな ランゲー ジデザ イン とその実

行 、そ してセ キュアなOSへ と至 る三層 か らなるア

プローチ(17u-ee-Layered Approach)が 紹 介 され た。

京 大の湯淺 教授 か らは地域性 や文化性 の活 用 とい

う観点か ら、同 じ語族に属す る 日本語 と ウイ グル語

の語順の共通性が図示 され、辻井教授の 専門分野 で

あることを断 った上で、安価 で実用的 な相互 自動変

換 ソフ トの可能性 が指摘 された。

ここでの基本 コンセプ トは 「アジアの中の 日本」で

あ る。例えば ウイグル語 を他 言語に機 械翻訳す る場

合、ウイ グル語 と日本語 間はシ ンプル コンバー ジ ョ

ンで翻訳 し、そ こか ら先の英語な どへの翻訳展開は

日本語 を介 して行 うことで、ウイ グル語の情報 を世

界 に発信 で きるのでは ないか とす る問いか けであ

った。こ うして、とりわけ少 数民族のWebに よ る情

報発信 を支援す ることで、相互理解を促進することが

で きると指摘 されたわけである。

パ ネルデ ィスカ ッシ ョンでは フ ロア の辻井教授 も

しば しば発言 を求め られ るな ど、比較 的活発な議論

とな ったが、個人的には70年 代以降の時代認識 と

それに基づいて考 えられ るところの 、我々が取 るべ

き姿勢に関す る話が とりわけ興味深か った。

議論 され た時代認識 を要約 する と、70年 代は コン

ピュー タ中心の時代で、80年 代 と90年 代 はネ ッ ト

ワー ク中心、そ して21世 紀は、人間のア クテ ィビ

テ ィを コン ピュー タがいか に支援で きるか とい う

人間 中心の時代 に入 った とい うものであ る。

議論の最後 に、徳 田教授 か ら我 々には常に三つの視

点 が不可 欠 とす る指摘 が あ り、非常 に参 考にな っ

た 。 そ の 三 つ とは 、 「Vision」 と 「Mission」 と

rPassion」 で ある。

わず か半 日の シンポジウムであ った とは いえ、第1

回 とい うま さに記念 すべ き催 しに参加 す る ことが

でき、そ して多くの教 えを頂 いた辻井教授 を始 め と

す る諸 先生方に も、今以て深 く感謝 している次 第で

ある。
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アジア言語の機械翻訳サー ビスー覧

AAMTイ ン ター ネ ッ トワー キンググループ

★ 本 ペー ジでは、AAMT独 自調査に よる機械翻訳サー ビスを行なっているWebペ ー ジを記載 しています。 辞書引き

  サ ー ビスは原則 と して非掲載です。 本ペ ージに記載 されていない機 械翻訳サー ビス、あるいは記載 され ている

  サ ー ビスのURL変 更/停 止 な どが ございま した らご連絡頂 けると幸いです。

★ 言 語欄 は、翻訳前 あるいは翻訳後の言語 として指定可能な言語 を表 し、翻訳方向は表 していませ ん。

★ 以 下のサイ トにアクセ ス した ことによる一切の損害を当協会は補償 いた しません。

★ 順 不同(2005年11月4日 現在)

サ イ ト(サ ー ビス)名

@nifty

ajeeb

alittera translation

service

A1‐Misbar

AltaVista Babel

Fish Translation

AMIKAI

ATLAS

Babelplex

BIGLOBE

CJT Survey

clickq Japan

Cyber G‐BOC

サービス内容

Web, Text

言語

英 日

http://www, nifty. com/globalgate/

Web, Text 英アラビア

http://english. ajeeb. com

Text 英仏独伊西葡露

http://WWW. alittera. com/Auto. asp

Web, Text 英アラビア

http://www. almisbar. com/salam _trans. html

Web, Text 英仏独西伊葡中日韓露

http://world. altavista. com/

Text 英仏独西葡中日韓

http://www. amikai.com

Text 英 日

http://software, fujitsu. com/jp/atlas/sample. htm!

検索 英中蘭仏独希伊 日韓葡露

http://www. babelplex. com/

Web,検 索 英中日韓

http://honyaku. biglobe. ne. jp/

mail 日英中韓仏伊葡

http://www. cjt-survey. com/contents/mail-trans. htm

Web 日韓

http://www, clickq, com

Web, Text 英 日中

http://www. g‐boc. com/j/cyber/search/index.html
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サイ ト(サ ー ビス)名

llic.tionary. com

UreamWiz

ePal. com

Excite

e翻 訳 ドッ トネ ッ ト

Foreignword. com

Free Translation. com

Fresh eye

GoKorea日 韓 フ レ ン ズ

Google Language Tools

i-Engineering

Infoseek

itranslator

J‐Server

Language Engineering

LISA

livedoor Translate

サー ビス内容

Text

言語

日英韓中仏独蘭希伊葡露

http://dictionary. reference. com/translate/text. html

Web, Text,検 索 日韓

http://japan. dreamwiz. com/

Text 英仏独西伊葡中

http://www. epals. com/translation/

Web, Text,MS Office,検 索 英日中韓

http://www. excite. co. jp/world/

検索 日中韓英仏伊西独葡

http://ehonyaku. net/

Text 25言 語

http://www. foreignword. com/Tools/transnow. htm

Web, Text 英仏独西蘭葡ノル ウェイ

http://www. FreeTranslation. com/

Web, Text 日英中

http://www. fresheye. com/

Web, Chat 韓 日

http://www. gokorea。 jp/

Web, Text 英独仏西葡

http://www. google. com/language tools?hl=en

Text,File 英中日韓

http://www. englink21.com/i‐eng/guest/10c10001.htm

Web, Text 英中日韓

http;//www. infoseek. co. jp/Honyaku

Text 英仏独西伊葡 日

http://i.translator. bownegloba1,com

Web, Text,Chat, Mai1 英中日韓

http://www. j‐server. com/index. shtml

Web, Text, File, Mail 英仏独西伊葡中日

http://www. lec.com/

Text 英独仏蘭希西伊葡中日韓露

http://WWW.1isa. org/

Web, Text 英日中韓

http://translate.ユivedoor. com/
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サイ ト(サ ー ビス)名

livedoorギ ガ メ ー ラ ー

LogoMedia. net

LogoVista e-Trans

1,ycos Travel

Microsoft Office

  Update Home

Mitaka ‐ the big word

NAVER Japan

Newstran. comm

NewsWatch

OCN

Padideh

Paran Go Japan

ParSit

Poltran. com

ProMT

Q州 マ イ ー コ ン シ ェ ル ジ ェ

ReaU

サービス内容

Mail

言語

英 日中韓

http://docs. livedoor. com/personal/

Web, Text, File, Mai1 英仏独西伊葡中日

htt.P://www.10gomedia.net/

Web, Text 英仏独西伊葡 日韓

http://e-trans. logovista. cQ. jP/

Text 英仏独西伊葡

http://translation. lycos. com/

Text 英 日

http://software. fujitsu. com/jp/honyaku/eservice/index. html

Web, Text 英仏独伊西葡 日

http://www. thebigword. com/MachineTrans!ation. aspx

Web, Text,掲 示 板,検 索 日韓

http://honyaku. naver. co. jp/

Web, Text,News 英仏独伊西葡中日韓アラビア

http://www. newstran. com/

Text 英 日

http://www. newswatch. co, jp/trarlslate/

Web, Text 日英韓

http://www. ocn. ne. jp/translation/

Text 英アラビア語

http://www. padideh. org/trenglish. htm

Web 日韓

http://gojapan. paran. com/index. html

Web, Text 英泰

http;//suparsit. com

Text 英葡

http://www. poltran. com/

Web, Text,Mai1 英仏独西伊露

http://WWW. online-translatQr. com/text.asp?lang=en

Web, Chat, Mail,掲 示 板 日韓

http;//www, my-coneierge. org/kyushu/

Text 英 日

http://read,」5t.go. jp/
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サイ ト(サ ー ビス)名

Revcrso

Rustran. com

Sakhr

Sister Cities

  International

So-net

SPORTS CHANBARA

sScience. com

SYSTRANBox

Systranet. com

Tango Town

the business mall

ToggleText

Tour2Korea

TransLand

Transtar Web

TransWalker JC

TransWalker JET

サービス内容

Web, Text

言語

英仏独西

http://www. reverso. net/

Text 英露

http://www. rustran. com/

Text 英ア ラビア

http://mason. gmu. edu/ aross2/sakhr. htm

Text 英仏独西伊葡日

http://www. sister-cities.org/sci/resources/translation

Web, Text 英 日

http://www. so-net, ne. jp/trarlslation/

Web 英仏独西伊葡中日韓露泰

http://www. internationalsportschanbara. net/entry. html

Text 英 日

http://www. sscience. com/index _J. htm

Web, Text 英仏独西伊葡中日韓露

http://trans. voila. fr/

Web, Text,File 英仏独西伊葡希

http://WWW. systranet. com/systran/net

Web 日英

携帯電話専用

掲示板 日韓

http://www. b‐mall.ne. jp/bmO100/01 _kcciBBS.aspx

Web, Text 英 イ ン ドネシア

http://www. toggletext. com/

Web 日韓

http://japanese. tour2korea. com/12Home/translator. asp?konum=7

Text 英 日

http://www. brother. co. jp/jp/honyaku/demo/index. html

Web, Text 英中日

http://www. transtar. com. cn/en/transtech/transonline. asp

Text 日中

httP://www, kodensha, jp/jis/soft/pdamt/index. html

Text 日英

http://www. kodensha. jp/jis/soft/pdamt/index. htm]
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サイ ト(サ ー ビス)名

TransWalker JK

Transwiz

UNI-POST

VI1. Net

Web-a-dex Internet

  Services

Worldlingo

xPost

Yahoo Korea

Yahoos Japan

YAMATO英 和

コ ネ ク ト ・イ ン タ ナ シ ョナ

ノレ

プ ラ ザ ト ウ キ ョ ウ ・

  ド ッ ト ・コ ム

マジカル ゲー ト

メール ピア

モ バ イ ルYahoo!

英語ナビ

関西コンシェル ジェ

サービス内容

Text

言語

日韓

http://www. kodensha. jp/jis/soft/pdamt/index. htm1

Web, Text 英 日韓

http://transwiz. mobico. com/

掲示板 日中英

http://www. xpost-free, com/uni-post/jp/

Web, Text 英 日

htt.P://www。 vi1-net. jp/hon/

Web, Text 英仏独伊西葡露

http://www. web‐a‐dex. com/translate. htm

Web, Text, Mail 日中蘭英仏独希伊韓露葡西

http://www. worldlingo. com/ja/products_services/computer_translation. html

Mail 英中日

http://www. tisiki.net/

Web 日韓

http://kr. japan. yahoo. com/

Web, Text 英中日韓

http://honyaku. yahoo。 co, jp/

Text 英 日

http://ogma. atnifty. com/ogma. htm

Mail 英 日

http://www. connect‐i.co. jp/flextran/index.html

Text 日英西伊葡仏露

http://www. plazatokyo. com/translate. php

Web, Mail 英中日韓葡仏伊西独

http://www. magicalgate. net/ja/index. html

Web変 更 情報 英 日

http://www. asahi‐net.or. jp/service/mail/mailpia/

Text 日英

http://honyaku. mobile. yahoo. co. jp

Web, Text 英日韓

http://eigo-navi,com/

Chat, Mail,掲 示 板 日韓

http://www. my‐concierge. org/kansai/index. htm
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サイ ト(サ ー ビス)名

韓 国Web方 誓そ」〒

韓 日文化交流

宮崎市

金橋訳港世界通

金沢100万 石 まつ り

国立健康 ・栄養研究所

上海 クイー ン

新居浜 コンシェル ジェ

瀬戸内 ・夢海道

  コ ンソエル ソエ

石川新情報書府

地球の歩き方

通連国際

特許庁

訳 してねっ と

サービス内容

Web, Text,チ ャ ッ ト,掲 示 板

言語

日韓

http://korea. hanmir. com/

Web, Text,Mai1 日韓

http://www. kjclub. com/jp/

Web, Text 日英韓中

http://www. city. miyazaki。miyazaki,jp/gyousei/html/common/tran/

Web, Text,Mail 英中日

http://www. netat.net/

Web 英 日

http://www,100mangoku. rlet/

健 康 関連 ニュース 英中日

http://humpty. nih. go. jp/

Text,掲 示 板 中 日

http://www. shanghai-q, com/ja/bbs/text/list.php?bbs=0

Chat, Mail,掲 示 板 日韓

http://www. my‐concierge. org/shikoku/niihama/

Chat, Mail,掲 示 板 日韓

http://www. my‐concierge. org/shikoku/syodoshima/

Web 英 日

http://shofu. pref. ishikawa. jp/

Text 英 日韓中独葡

http://www. arukikata. co. jp/translation/

Web, Text,Chat, File, Mail 英独中日露

http://www.165rlet. com/jpindex. jsp

特許公報 英 日

http://www. ipdl.ncipi.go, jp/homepg _e. ipd1

Web, Text 英 日

http://www. yakushite. net/
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一

   英文特許公報クロスリンガル検索向け英 日機械翻訳システム

沖電気工業株式会社

1.は じめに

経済活動のグローバル化により、特許等の知的財

産権のグローバル化も進展しています。また、近年

の特許公報類はほとんどが電子化され、日本の国内

特許公報も米国特許公報もインターネッ トによっ

て無料で検索できるようになっています。 さらに、

日英/英 日の機械翻訳システムがイ ンターネッ ト

検索サイ トなどで無料で利用できるようにもな り

ました。しかし、実際に日米の特許情報を調査 しよ

うとしますと、現状ではこれ らの無料サービスを併

用 しただけでは、効率よく調査を進めるとい うこと

にはな りません。国内特許公報に対 しては使い易い

システムも現われ、技術者や研究者 自身で調査する

ケースが増えています。ですが米国特許 となると調

査の専門家にまかせるか、国内特許に比べてかなり

の我慢をしながら調査するというのが実情で しょう。

 私共は機械翻訳技術を活用 して、米国特許 も国内

特許と同様に調査できるようにしようと、本システ

ムの開発を進めてきました。

2.ク ロス リンガル検 索

 日本人か ら見て米国特許公報の よ うに 日本語以外

の言語で記述 された文書 を、日本語の質問で検索す

ることをクロス リンガル検索 と呼んでいます。検索

システムが作動す るた めには質問(ク エ リー)と 検

索す る文書デー タベー ス(タ ーゲ ッ ト)は 同 じ言語

でなければな りませんので 、クエ リー とター ゲ ッ ト

の どちらかは翻訳 してや る必要があ ります。その ど

ちらを翻訳す るかで 、クエ リー翻訳方式 とター ゲ ッ

ト翻訳方式の2つ の方式があ ります。米国特許公報

の よ うに英語 で記述 され た ター ゲ ッ トを 日本 語の

質問で検索す るのであれば、クエ リー翻訳方式では

日英翻訳を し、ターゲ ッ ト翻訳 方式では英 日翻訳を

することになります。

従来は、いくら機械翻訳とはいえ実用の文書データ

ベースを丸ごと翻訳 してお くことは難 しい と考え

られていました。そのためクロスリンガル検索とい

えばクエ リー翻訳方式が当然のよ うに考え られて

いたようです。最近では計算機 リソースが十分に利

用できますので、本システムでは、ターゲット翻訳

方式を前提にしています。

 ターゲッ ト翻訳方式の利点は、クエリーには翻訳

処理をしていませんので、日本語で書かれた国内特

許公報を検索す るのに使ったクエ リーや検索条件

で、そのまま英語で書かれた米国特許公報を検索す

ることができる点です。もちろんクエ リー翻訳方式

でも、国内特許公報を検索するのに使った質問文章

を、そのまま米国特許公報を検索す るクロス リンガ

ル検索に使 うことはできます。

質問文章
【目的1大量の晒禽に璽■な情鰯を柳たセたよう
な簑置と間辱の匿麗を働え 小規嶺の貴灘で悸
勘Tbp曾 霞置

【NG】レコート績含郎1は入カレコートの見出し
が纈驕巽弓1酪3に4Z録であるか嶺董し厩豊蝕
であれば煽膿躍引邨3によって■艦とされた相孚
のレコードと璽檀する情鱒を馴陰して入力レコー
トを鱈小する 康引畳re:は願憎●■Eeffる
レコートの見出しを纈BYMFYb

     璽

     要

     語

     m重要語
晒 彙 小NA "書 麟■

レコーF R8 入 力 兜出 し

顕 ■ 費 引 横董 畳録

英語化キーワード

 英文
特許公報

機械翻訳

索
行
検
実

胤
英語
索 引

クエリー翻訳方式

質問文章
【目M 大 量の腸 ●に豊冨な情NEMたtl/_よ う

な纏 腫と問 罵の顧 麗を●え 小 壇禰の 慶澗で惇
動 する齢魯績 ■

【NNIレv一 ト醗 倉齢 辱は 入カレ⊃一トの 見出し
が 鳳顧隅 引b3に 既螢鳳 であるか頓董し厩畳 ●

であれ ぱ賭● 澱引部31:よ って働 唖とさh/:櫓 手

の レコートと■ 細▼anntnnし て入カレコー

トを輻'トする  庸弓1畳録 郁21‡願MNEgMす る

レコートの 更出しを●禽腸卿 斬寸る

     藷

醗 難

日本語化
特許公報

 英文
特許公報

索
引
作
成

日本語

索 引

ターゲット翻訳方式

機械翻訳
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ですが、クエ リー翻訳方式では 、実際に検索に用い

ているのは、例 えば英語化 され たキー ワー ドの リス

トであ り、どの語を どの程度 重視す るか とい った重

み付 け等の検 索条件 は英 語の キー ワー ドに対 して

与えなければな りませ ん。ターゲ ッ ト翻訳方式では

そ うした重み付 け等 の検 索条件 もそ のま ま使 え る

のに対 して、クエ リー翻 訳方式では一か らや り直 し

になって しま うのです。

3.詳 細な専門分野の設定

 英 語の"cell"は 日本語にす ると 「細胞 」であ っ

た り 「電池」であ った りします。あ る"cel1"を ど

の よ うに訳せば よいのかは、人間が翻訳す る場合 に

は前後の文脈か ら判断す るので しょ うが、機械翻訳

の よ うな計 算機 処理 では文脈 を取 り扱 うこ とは 困

難です。そのた め、これまでの機械翻訳 では、例 え

ば 「経 済」用語や 「医学」用語、「コンピュー タ」用

語等 といった分野別の辞書 を用意 してお き、機械翻

訳 のユー ザが指 定 した分野 での訳語 を優 先 させ て

きま した。それで も適切に訳語が選 ばれ ていない場

合 は、ユーザがポ ス トエデ ィッ トして、次 か らは正

しい訳語 にな るよ うにユー ザ辞書 に登録 してお く

といったこ とが行 なわれ てきま した。

 ところが クロス リンガル検索 では、機械翻 訳 して

そのまま検 索処理 が行 なわれ ます か ら、もしこ うし

た訳語選択 の誤 りがあれ ば、検索結果 がが ら りと変

わって しま うことな ります。とい うの も特許公報の

よ うな本格 的なデー タベ ースでは、ある質問文章に

対 して ヒッ トす る公報は何千件、何 万件 とあ り、検

索処理 で どの語 を どの 程度重視 す るか とい った重

み付け等の検索条件で、それだけの公報の 中か ら5

0件 、100件 といった人間が見て確認で きる程度

に絞 り込んでい るのです。仮に ヒッ トした公報が1

万 件だ として、訳語選択の誤 りがほんの1%の 影響

を出 しただ けで も、検索結果の先頭50件 つ ま りヒ

ッ ト件数の0.5%を 見てい るだ け人 に とっては、

ま るで違 った結果 であ るよ うに 見えて しま うこ と

もあ ります。

特許 が出願 され る技術 の分野 を この程度 に まで細

分してしまえば、用語はほとんど一意に訳語が洗 貰り却 九

また、 「燃料電 池」 "fuelcell"の よ うな複合語 も

で きるだ け辞書 に登録 しています,,

通 常の機 械翻訳 システムでは、この ように詳細 な 専

門分 野の設 定 を行な って もユー ザが翻 訳前 に分野

を指 定す るのが煩 雑 でか えって使 えない とい うこ

ともあ りま した。 しか し、本 システムでは、特許公

報 に記 載 の特許 分類 コー ドを参照 して 自動的 に技

術分野別に公報を分類 しておいてから翻訳しています。

4.国 内特許を用例とした辞書開発

 本システムでは、辞書開発にあたって口本語訳語

は日本語で書かれた国内特許を用例としています。

英 日方向の機械翻訳のためには英文コーパスに日

本語訳を付けて対訳コーパスにするということも

よく行なわれます。ですが、こうした対訳コーパス

を用例として辞書を開発すると、専門用語の日本語

訳語が、実際に国内特許で用い られているものとは

違ったものになるおそれがあ ります。

 翻訳結果を検索システムが処理対象とする場合、

人間ではほとんど気にな らないような違いでも影

響を与えることが考えられます。しかも、一ヒで説明

したように、普通のユーザは検索結果のごく一・部を

見ているだけですから、小 さな影響でもまるで違っ

た結果であるように見えてしまうことがあるわけです。

 本システムでは、こうした配慮をしながら各分野

合わせて約120万 語の専門用語を辞書に追加 し

ています。

5,お わ りに

 本 シ ステ ムの成果 は、リコーテ クノシ ステムズ株

式会社 が運 営 して い る特許情 報検 索 「RIpWAY(R)」

http://www. ripway. net/ 1二で ご試用いただけます。

 なお 、本 システ ムの開発は、独 立行政法人 情報

通信研 究機構 平成14年 度 民間基盤 技術研 究促 進

制度 に係 る研究 開発課題 「多言語標準文書処理 シス

テ ムの研究開発」 の一環 と して行なわれています。
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躍 日本語による英文特許請求項 作成支援システム

Dr.ノ イ マ ン の 英 文 特 許 ナ ビfor Windows

株式会社 クロス ランゲー ジ

1.は じめに

  Dr.ノイマンの英文特許ナビは、日本語で英語の特

  許文を生成できるソフ トウェアです。特に、特許

  明細書のクレーム作成を中心にしています。発明

  の要件をウィザー ドに従って、日本語(単語または

  句)で 入力 して い くことによ り、米国特許 庁

  (USPTO)ま たは、欧州特許庁(EPO)の 申請

  形式で特許明細書を自動生成 します。上級の英語

  能力や、法律 ・特許専門用語 ・欧米特許庁形式な

  どの専門知識が十分でなくても、英文の特許請求

  項を作成することができます。発明者 自身が直接、

  特許英文を作成することができるため、翻訳者に

  発明要件を正確に伝えられなかった等の従来の問

  題が解消 されます。

2.特 徴

  Dr.ノ イマンの英文特許ナビは機械翻訳に代わる

  新たな技術を実装 しています。従来の機械翻訳で

  は特許の明細書をプ レーンテキス トで入力して全

  文に対 して翻訳を行います。特許文は複合 した長

  文(200～300ワ ー ド)が 多く、その 自動解析は

  ハー ドルが非常に高いため、機械翻訳の精度は

  高々60%程 度とされています。明細書において最

  も重要な部分であるクレームの機械翻訳の精度は

  もっと低くな ります。それに対 して、本手法では、

  機械翻訳を短い単位(語 ・句の レベル)で 使いま

  す。クレーム全体の長文を、述語を中心に した格

  要素の構成として表現 します。そのため、和文の

  要素や知識表現に誤りがなければ、最終的に生成

  され る英文の特許請求項のクレームの翻訳精度は

  90%以 上が期待できるとい う画期的なものです。

  HAMT(人 間支援MT)、KBMT(知 識ベースMT)、

制限言語入力のそれぞれのアプローチを統合 した、

日英機械翻訳では初めての市販ソフ トウェアです。

3.二 つ の使用法 のメ リッ ト

Dr.ノ イ マ ンの英文特許ナ ビは、2つ の使用法 を支援 し

ます。

・

・

一つは、新しい発明に対 して、英文の特許明細書

を作成す る使用法です。従来は、発明者が発明の

要件をフリーテキス トで作成し、外国特許専門の

特許事務所に翻訳も含めて依頼するケースがほ

とんどで した。高額な費用がかかるだけでなく、

お互いのコミュニケーションや正確な理解にギ

ャップが生じ、手間や時間がかかります。

本 ソフ トウェアは、発明者が直接"自 然な"日 本

語で発明の情報を入力できます。英文の特許明細

書を自動生成 した後は、特許弁護士などの英文の

校正を行 うだけで、特許申請が可能にな ります。

もう一つの使用法は、既存の和文特許明細書をも

とにした英訳の作成です。本ソフ トウェアは、和

文の特許明細書の中にある発明情報の単語 ・句を

抽出します。ユーザーは抽出された単語 ・句をマ

ウスで適当な入力フィール ドに ドラッグ&ド ロッ

プするだけで、英文の特許明細書を作成すること

ができます。

4.主 な機能 ・仕様

・ ク レーム生成

入力 ウィザー ド:発 明 関連情報 を特徴(動 作 ・状

態)と 要素(発 明品の部分)の カテ ゴ リに分 かれ

た ダイア ログが表示 され ます。ユーザーは必 要な

情報 のみを入力で きます。

表示:入 力 したデー タをユーザーが確 認で きるよ
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  うに、特徴は自然な日本語の短文で表示 され、要

 素は発明品の構造を反映するツリー構造 またはリ

 ス トで表示 されます。従属クレームのペインには、

 従属クレームが従属の関係を表すツリー構造で表

 示されます。

・ 入力補完:特 許文の高頻度の特徴表現は辞書従属

 クレームの位置・所属の変更は ドラッグ&ドロップ

 で簡単なマウス操作で行います。フィール ドに入

力す る際は 文字列の…部を入力す ると、入 力履歴

か らオー トコンプ リー ト(入 力補完)し ます。長

い要素名の解析は システムが 自動的に行い ますが 、

直接 、手で入力する こともで きます、,特許和 文の

デー タがイ ンホー トされた場合、 自動的に単語や

句を抽出 して表示 され ます。 これ らの抽 出 された

デー タも要素 ・特徴の入力 として、 ドラッグ&ド

ロップで簡単に利用する ことができ ます。

  ,

ファイル⑤ 編集(藍}表 示(堕 橡作(Ω〉 作成燈〕 辞書(Ω〉 豊緑(w 股定⑤ バージョン(M Deb曝
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(図1)IT特 許の発明知識を表示するメイン画面

・ ク レーム生成:ク レー ム生成エ ン ジンは、入

 力 された発明情 報 を語 ・句の レベ ル で英語 に

 翻 訳 した後 、発明情 報の構成 に基づ いて、英

 語 の語 ・句 か ら英語 の ク レー ムの構造 を計算

  し、 ク レームを 自動 生成 します。 米国 と欧州

 の異 なる クレームの形 式を生成で きます。

・ 言 語切 り替え:す べ ての発 明デー タは切 り替

 え に よって、 日本語 また は英 語で表示 す るこ

  とがで きます 。ま た、発明知 識の入 力フ ィー

 ル ドには 日本 語だ けでな く、直接 英語 で入力

・

で きます。

全明細書作成

入 力:特 許明細 書の 主な項 目ごとに発明の情

報 を入力 します 。特許 和文のデー タがイ ンポ

ー トされた場 合、そ の情 報は項 目ご とに 表示

され 、編集 できます。

英 訳:高 精度 の特許 専門機 械翻訳エ ン ジンに

よって 、各項 目が英語 に翻訳 され ます,,

全 明細書作成:入 力 ウ ィザー ドな どに作成 さ

れ た英 語 ク レーム と、翻 訳 された他 の項 目の
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・

英 訳を欧米式別 で合併 し、英語 の特 許全明細

書 を作成 します。

技術分野 ・クレーム方式

特許 明細 書で頻度 の高 い分 野、機械 ・電気 ・

ITの 各発明分野 に関す る専門語辞 書が標準

で搭載 され てい ます 。各分 野に対応 した入力

補完 ・クレーム 生成 を行 います。分 野 ごとに

別 々の クレーム方式(機 械 ・電気:装 置、I

T:メ ソ ッ ド)を 備 えています。

主 な2つ の ク レー ム方 式 の 生成 を支援 しま

す:装 置の場 合に は発明の部分 が ツ リー構造

にな り、 メ ソッ ドの場合 は ステ ソプの段階 の

階層 をツ リー構造 と して表現 します。

● 辞 書

・ テ ンプ レー ト

  テ ンプ レー トとは 本 ソフ トウェアにお いて重

  要 な用語 です 。動詞や 形容詞 な どの述語 の情

  報 を表現 した形式 で、和訳 、英 訳、格 要素の

  コ ン ビネ ーシ ョンで構成 されて います。格 要

  素 に要素名 を入力す る ことによ り、特徴 また

  は ステ ップを作成 します。 巨大特許 コー パ ス

  か ら頻度の 高い表現 を抽 出 した、5,040の テ ン

  プ レー トを搭 載 してい ます。 ユー ザーが新 し

  くテ ンプ レー トを登録 できます。 テンプ レー

  ト検索、テ ンプ レー ト変更機 能が あ ります。
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 (図2)図1の 発明データか ら自動生成 され たIT特 許の英文 ク レーム

・ 基本語辞書(1
,300,000語)、 専門語辞書(機

 械(123,000語)、 電 気(119,000語)、IT

 (174,000語))を 標 準搭載 しています。

・ ユ ーザー辞書

 ユ ー ザーが語を登録 で きます。 クロスラ ンゲ

 ー ジ社製 の翻 訳 ソフ トウェアで作成 したユー

 ザ ー辞書 も参照用 に利 用で きます。

・ 辞 書参照:完 全一致 ・前方一致検 索が 可能 で

 す。 日本語 、英語の 両方か ら辞 書引 きを行 う

 こ とがで きます。 複数 の英訳 があ る場合 、選

 択 後 は優先的 に訳語 を採 用す る学 習機 能が あ

 ります。

● 機 械翻 訳

・機械 翻訳 エ ンジンは クロスランゲー ジの高精度

の特許用翻 訳 ソフ トPAT-Transer V8の エ ンジン

を搭載 して います。 句 ・語 ・特許項 目のそれ ぞれ

の構造 や長 さが違 うテキス トの翻訳 に最 適化 した

チ ューニ ングを行 っています。

・ ファイル保存 ・テキス トのエ キスポー ト

入力 された発 明情報 は、作業の途 中な どに独

自形式 の ファイル と して保 存で きます。 全明

細書は テキ ス ト形式で保存 または読 み込む こ

とができます。
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5.製 品 と問 い合 わせ先

製 品名

llr.ノ イ マ ンの英 文特許ナ ビfor Windows

価 格

スタン ドア ロン版 税 込価格367,500円

(本体価格350,000円)

ネ ッ トワー ク版  税 込価格1,050,000円

(本体価格1,000,000円)

お 問い合わせ先

株 式会社 クロスランゲージ営 業部

TEL O3-5287-7588

販 売 開始

2006年2月15日
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一
    最新翻訳エ ンジン採用 により高い翻訳精度 を実現

「The翻 訳 サ ー バTMEnterprise Edition V1.0 」

東芝 ソ リュー シ ョン株式会社

1.は じめに

 東 芝 ソリューシ ョン株 式会社は、 「The翻 訳 シ リー

ズ」 で定評 ある翻訳エ ンジンを搭載 したサーバ型翻

訳 ソフ トウェア 「The翻 訳 サーバEnterprise Edition

V1.0」 を発売 しま した。 翻訳辞書や過去の翻訳結果

な どの社 内の翻訳資産 を蓄積 ・共有 し、全社で統一

され た翻訳品質 を確保、また機密文書 を社内で処理

できるよ うになるため、業務効率やセ キュ リテ ィな

ど様 々な面で企業のグローバル化 に役立ちます。

 The翻 訳 サーバEnterprise Edition V1.0は 、標準

搭載辞書語数が業界最大級の186万 語 、さらに23種

類461万 語 の専門用語辞書 をオプシ ョンで提供 しま

す。 また新 たに搭載 した翻訳 メモ リ機能 によ り、更

なる翻訳精度向上が期待で きます。

 この商品は業務 アプ リケー シ ョンへの組み込み を

可能 にす るアプ リケー シ ョン ・イ ンタフェー スを備

えているため、海外 との文書のや りとりを行 うシス

テムに翻 訳機能 を容易 に組み込む こ とが できます。

これ に よ り、各種 ビジネスの海外展 開をバ ックア ッ

プ します。
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2.The翻 訳 サーバEnterprise Edition V1.0の 主

な機能

(1)業 務 アプ リケー シ ョンへ の組 み込み を可能にす

るアプ リケーシ ョン・イ ンタフェース

 The翻 訳 サーバEnterprise Edition V1.0の 翻 訳

機 能 を利 用 した アプ リケー シ ョンを作成 す るた め

の、 ライブラ リ群 を提供 します。 高い翻訳精度 をも

つ翻訳機 能を、既 存の業務 アプ リケーシ ョンに組み

込む ことが容易にな ります。

 ま た既存のWEBア プ リケーシ ョンに翻訳機 能を組

み込む際に便利 な、翻 訳ボ タンを用意 しています。

HTML文 書 に埋め込んだ翻訳 ボタン(図1参 照)を ク リ

ックす るだけで、そのペー ジのHTML文 書 を翻訳す る

ことができるよ うにな ります。既存のHTML文 書 を大

幅に書 き換え ることな く短期 間で英語化す る ことが

可能なため、 スピー ドを求め られ る企業のグ ローバ

ル化にも大いに役立 ちます。

 同 じ機能 を もつ業務 アプ リケー シ ョンが 日本語用

と英語用 とで二つ存在す る場合には、The翻 訳 サーバ

Enterprise Edition VLOを 組 み込む ことによ り、両

者を 一元化す ることが可能 にな ります。 従来二っ に

分かれていた情 報を 一元的 に管理 、共有化す るこ と

がで きるようにな り、業務 効率 の向上や情報 の質 の

向上が期待できる上、運用 コス トも削減で きます。

 このほか、ペー ジに埋 め込ん だ翻 訳ボタン専用 の

翻訳条件 を設定 した り、翻 訳ボタンか らの翻訳要求

を、そのページが属す る ドメイ ン ごとに制 限 した り

する ことがで きるため、実運用 に合ったきめ細 かい

設定が可能です。

Keynote speech-William Archer
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図1:翻 訳ボ タンを埋め込んだペー ジの例

(2)豊 富 な機 能 と最新翻 訳エ ンジ ン採用 によ る高 い

翻訳精度

 最 新の翻訳エ ンジンは、文全体 の意味 に適 した訳

し分 けを可能 にす る意 味 トランスファ方式 と、文脈

や書式の情報か ら訳語 を導 き出すCFエ ンジン方式 と

を採用 してい ます。 これ によ り、高い翻訳精度 を実

現 しています。

 また 、ブラ ウザ か ら原 文を指 定す るホームペ ージ

翻訳やテ キス ト翻訳 、電子 メール で送付 した文書を

翻訳す るメール翻訳 な ど、様 々な形態 の文書 を翻 訳

す るこ とが可能 です。 ホームペ ージ翻訳 では、 レイ

アウ トを翻訳後 も継 承す ることができます※1。また翻

訳結果 をキャ ッシングす る ことが可能 なため、同一

原文 に対す る二度 目の翻訳 結果 を即座 に提供 す るこ

とができます。テ キス ト翻 訳は、ブ ラウザか ら直接

入力 され たテ キス ト文書を翻訳する機能 です。 なお

ホー ムペー ジ翻訳 、テキス ト翻 訳 ともに、翻 訳結果

を電子 メール で送信す ることができます。 メール翻

訳 は、翻訳受付 専用 の メールア ドレス宛 に送信 され

た電子 メール の テキ ス ト部分 を翻訳 サー バが翻 訳

し、翻訳結果 を電子 メールで返信す る機 能です。 翻

訳 を要求す るメール の送信 者へ直接 返信 す るほか、

あ らか じめ登録 しておいた第三者へ転送す ることが

可能です。

 この ほか、東芝 ソリュー シ ョン株 式会社 が販 売 中

の知識蓄積 システムKnQwledgeMeister° と連携 し、コ

ミュニテ ィに投稿 され たメ ッセー ジを翻 訳 してか ら

再投稿す るこ とが可能 とな ります。 企業の国内 ・海

外拠点 間で言語 の違 いを意識す ることな く知識共有

を行 えるため、企業内 コミュニケーシ ョンの活性 化

※1HTMLの 構 成 に よっ て は
、 原 文の レイ ア ウ トが 完 全 に

 は継 承 され な い場 合 が あ ります,
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に役 立ちます。

(3)翻訳メモ リ機能で過去の翻訳資産を有効活用

 サーバ型翻訳 ソフ トである本商品にも、翻訳メモ

リ機能を搭載 しました。過去の翻訳資産を有効活用

し、翻訳品質の向上を図る上で大いに役立ちます(図

2参 照)。 また翻訳辞書語数は英 日95万 語、日英91

万語からなる186万 語と、業界最大級を誇っていま

す。同時に使用できる辞書は、ユーザ辞書、専門用

語辞書、パターン辞書、メモ リ辞書のいずれも各16

個が確保 され、オプションで提供する23種 類461万

語の専門用語辞書をも併せると、更に高い翻訳精度

が期待できます。
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図2:翻 訳メモ リ機能の使用例

 また日々の業務の中で蓄積 した用語を辞書として

整備することも、更なる翻訳精度向上のためには重

要です。そこで新たに搭載した辞書メンテナンスツ
ールを使用すれば、単語はもちろん翻訳メモ リデー

タや翻訳パターンの登録、削除を容易に行 うことが

できます。独自に編集 した辞書をThe翻 訳サーバ環

境ヘアップロー ドしたり、またはそこからダウンロ
ー ドしたりすることが可能なため、部署内に辞書を

配布、共有する場合などに有効です。 日々の業務で

培った知識を翻訳環境へ無駄なくフィー ドバックす

ることができます。

(4)業務サーバとして不可欠な各種管理機能

 業務サーバ として不可欠な管理機能を各種搭載し

ています(図3参 照)。翻訳エンジンの起動/停止、辞

書の更新などリモー トからサーバを操作するサーバ

管理機能や、翻訳要求の受付を許可/禁止したり、一

旦受け付けた要求を取り消した りする翻訳要求管理

機能、複数のサーバを使用する環境のための受付優

先度設定機能など、管理者の負荷を軽減する機能を

もたせました。

3.お わ りに

 東 芝 ソリューシ ョン株 式会社が発売 した 「The翻 訳

サーバEnterprise Edition Vl.0」 を禾1」用す ること

により、各種 ビジネスの海 外展開 を強力にバ ックア

ソプす る高品質な翻訳 システム を、効率良 く構築す

ることが可能 とな ります。 長年にわた って蓄積 した

The翻 訳 の開発お よびユーザサホー トノウハ ウを最
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図3:ス プール管理画面

大限に生かし、システム構築前の業務分析からシス

テム構築、その後の保守作業まで、企業の海外展開

を手厚く、かつ柔軟にバックアップします。

4.動 作 環 境

(1)UNIXサ ー バ

ハ ー ド ウ ェ ア:AS/UXシ リー ズ 、 Sunサ ー バ 、 ワ ー ク

 ス テ ー シ ョン

OS(日 本 語 版):SolarisT"8、 Solarisru 9

メ モ リ:基 本 部64MB以 上(128MB以 上 推 奨)/翻 訳 部

 64MB以 上(128MB以 上 推 奨:1ラ イ セ ン ス に つ き)

デ ィ ス ク:イ ン ス トー ル 時 、500MB以 上(そ の 他 キ ャ

 ッ シ ュ/ス プ ー ル 領 域 と し てlGB以 上 推 奨)

そ の 他:JDK(1.3)、 Sun JavaTM System WebServer 6.1、

 FTP、 CGIが 動 作 で き る 環 境 が 必 要

(2)IAサ ー バ

ハ ー ド ウ ェ ア:PC/AT互 換 機(MAGNIAシ リー ズ推 奨)

OS(日 本 語 版):Microsoft`Windows`2000 Server、

 MicrosoftmWindows`Server 2003

メ モ リ:基 本 部64MB以 上(128MB以 上 推 奨)/翻 訳 部

 64MB以 上(128MB以 上 推 奨:1ラ イ セ ン ス に つ き)

デ ィ ス ク:イ ン ス トー ル 時 、111i以 上(そ の 他 キ ャ

 ッ シ ュ/ス プ ー ル 領 域 と してIGB以 上 推 奨)

そ の 他:JDK(L3)、 Internet Information Server

 5.0/6,0、FTP、 CGIが 動 作 で き る環 境 が 必 要

■製品情報URL:

hL皿 ∠∠ 吐 三 礫wr.11)・ 湘ba二 三・・L£ 皇・.!1?..

●Microsoft、Windows は 、 米 国 Microsoft

 Corporationの 米 国お よびその他 の国におけ る登

 録 商標 または商標です。

●Sun、SQlaris、Javaは 、米国Sun Microsystems,1nc.

 の 米 国お よび その他 の国にお ける登録商標 または

 商 標です。

●The翻 訳 、 The翻 訳 サーバ、 KnowledgeMeisterは 、

 東 芝 ソリュー シ ョン株式会社の商標です。

●その他、本文 中の商品名称はそれぞれ各社が商標

 と して使用 してい る場合があ ります、、

●本商品の仕様 は予告 な く変 更され る場 合が あ りま

 す。



英 日・日英翻訳ソフト

ATLASシ リーズ
富士通株式会社

ATLAS V12

1.は じめ に

「ATLAS」 は 、予てより企業 ・

官公 庁 ・教 育機 関 の"実 務

翻 訳"の 現 場 より圧倒 的な

支持を得ている翻訳ソフトで

ある。最新版 「ATLAS V12」

では、翻訳 資産を最 大級 に

活用 す る「翻 訳メモリ」機能

を充実。

業界最高水準の翻訳品質
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本 製 品 奔安 全 にお便 い いただ くた
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tMlia product

 「ATLAS VI2」では、翻訳ソフトの要でもある翻訳

品質を向上させるため、「基 本辞 書」と「翻 訳エンジ

ン」の両面で改善を図った。「基本辞 書」には、英 日

111万 語 ・日英114万 語を収録。基本 の翻 訳エンジ

ンにつ いては、基本文 法の ブラッシュアップ、可読

性 の 向 上 に重点 を置いた文 法 ・辞 書 開発 により、

高い翻訳 品質を実現。

2.機 能

対訳エディタ

欝欝黙
蛸 rrt

羅酷螺甥
゜
繋麗

 対訳 エディタとは、原文 と訳 文を左 右 に表 示 し、

編集作業を行いながら翻訳を可能 とする機能である。

編集 と翻訳 を同一 画面で行 うことができ、各機 能を

簡単に呼び出せることから、効率の良い作業を実現

できる。

翻訳メモリ

 原 文と訳 文を対 にした翻訳 例を翻 訳メモ リとして

登録 できる。蓄積されたデータ内に、翻訳 したい文と

類似の文 が検 出された場合 、その類似度(一 致 率)

の順 番で、表示することができる。10万 文対の翻訳

メモリデータを標 準搭載している。

馨態 署 薇襟 ～奎留

↓

編集(藍) 表示(y》 ツールΦ  ヘルフ'(廿)
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」→ 相 本aotr*用 ずる罎にぽ あ弓た・じめセットアッヲ灘[璽
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辞 書 名 利 用 者 辞 書0001/ス コア こ;桝/一 致 率83%

本 製 品 を 使 用 す る際 に(3_あ らか じめ セ ットア ッフガ イドをご

覧 にな り、 必 藤 な 設 定 を行 ってください 。

歪 調 観 欝 裁襲 黎装㌣添付のマニユアルをご
Baforo uvinD thin product,padorm Uw roquirYd oottinDV by

raferencinp this included manuals

辞 書 名 利 用 者 辞 書.../Z  J:IN/一 致 率74%

本 製 品 を 使 用 亨 る 際 に は 、 あ ら か じ め セ ットア ッツ ガ イ ト を ご

覧 に な り、必 要 な 設 定 を 行 っ て くだ さい.

本 製 品 を 使 用 す る際 には.あ らか じめ 添 付 の マニ 鳳アル を

よくお 胱 み になり,必 要 な 設定 と接 続 を行 ってくだ さい

Before usin-- this product, parForm setup and connections

aftor cwrofully rwdina<ha includ●d manuala

辞 書 名 利 用 者 辞 書0001/ZCJT 116ノ ー 致 率62%

本 製 品 を 使 用 す る際 に は 、あ らか じめ セ ットア ップガ イドをご

輝 にな り、必 要 な 設 定 を 行 ってくだ さい 。

騰鷺 謙 潔二繋;一の齢
              夏玉 uc
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'vim$

↓

32



翻訳メモリ変換ツー ル

 翻 訳メモリデータ交換用の標準フォーマットである

TMX形 式のファイル と、ATLASの 翻 訳メモリのデ
ータを相互に変換することができる

。また、翻訳メモリ

の ツ ー ル として は 一 般 的 なTRADOS社 製

「TRADOS」 のデータとも相互変換が可能である。

翻訳メモリー括登録

 蓄積 した翻 訳の例文を簡単 に取り込むことができ

る機能を追加。Excelシ ートからも一括登録できます。
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共有辞書ツール

文アライメント支援 ツール

 ネットワーク上 に構 築された共有フォルダ内 に共

有辞書 をアップロー ドすることにより、グルー プ内の

管理者 や利 用者 が同 一の辞 書を利 用 できる。この

機能を利用することで、翻 訳品質 の均質化を実現す

るだけでなく、知的財 産を利用者全 員で共有するこ

とが可能。

対象辞書m   洋ll用者辞書0001
西… …笥

異識傭IJ灘 驚 欝 騰 しておりま義       ・
臼近 日【綱こご都合をi吼1ま して、こちらから参上いたします。

英YJe world lke to call m you 10 th vソ  fut   dtwhich is convenient(a you

日 当社でもこの製品の購入を検討したいと考えております。
英 晦compenソ 騨ou同Ike to ㎞ nto脱 陣ohδ$e of th,$product

異螂1霊翻購 縦 奮甑縛 蕊膿 認 ㍊ 欝獣とb駕驕 、.
1電nerξyソhave been〔bcded

                    V

「 先彌行は続みとばす⑤

團 閉じる 鳩細 」

 文アライメント支援ツール

 過 去に翻訳 した文 書の原 文と訳文を読み込 み、

翻訳メモリに変換す るための支援 ツールである。文

書形式はテキストまたはWord文 書を読み込むこと

ができる。入 力文書を読み 込むと、自動的 に文切 り

し、更に、自動的に対応付 けを行 うこともできる。この

ツー ルによって、過去の翻訳資産を有効 に利用する

ことができる。

指

鳶

」
騒

,縞

 
 
和

…
講

利

一,」

訂渋圏
田 競紫一留

ネ ッ トワ ー ク環 境

辞書共有の概念図

轟 漏.

共有辞書 がアップロードできるのは一・人の管理者

のみであるが、各利用者がある日時以降の 単語を抽

出し、管理 者がそのデータを共有辞 書にマージする

ことができるツールも用 意している。

メ ー ル 翻 訳 (Outlook Express、

Outlook, Eudora, Beckey)

LotusNotes,

 メールソフトに、ATLへSの メニューコマンドまたは

ツールバ ーを追加 し、受信 したメール、これから送信

するメールを翻 訳することができる。

ホームページ翻訳

 ホ ー ムペ ー ジ翻 訳 は 、Internet Explorerま た

はNetscapeと 連 携 して機 能 す る。日本 語 の ホ ー

ムペ ー ジ を英 語 に 、英 語 の ホー ムペ ー ジを 日本 語
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にクリックひとつでレイアウトを保 持したまま翻訳を行

うことができる。

おまかせ記文

 対話形式で問いに応えるだけで、英語 ・日本語の

レターを自動 作成するツールである。

[nternet Update

 富士 通の公 開ペ ージより、最新の 時事 用語や ス

ポーツ、音楽等のエンターテイメント辞書を無償 でダ

ウンロー ドできる。

連 携 翻 訳 (Word、Excel、PowerPoint、Acrobat、

 OASYS、 一 太 郎)

 原 文ファイル のレイアウトそのままに翻 訳す る。

Microsoft Officeで は、テキストボックスなどのオブ

ジェクトや 表の内容も翻訳できるので効率的 に訳文

ファイルを作成できる。

 Microsoft OfficeやAdobe Acrobatな どのアプリ

ケーションから直接 対訳エデ ィタを呼び 出し、そのま

ま翻 訳、編集 して元の文 書ヘレイアウトを保 持したま

ま結果を反映することができる。

元の文書(Word文 書)
      A

 撒囎.一 鯖

麟
.
補一 

園撫凱

Excelか らの 単 語 一 括 登録

Excelワ ー クシー トか ら辞 書 へ 直接 、単 語..一括 登

録 が 可能 。
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Excelか らの 単語 一 括 登 録

専門用語辞書
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対訳エディタで翻訳&後 編集
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 専門分野 向けに25分 野、英 日218万 語 ・日英221

万語の専門用語辞書をオプションで用意している。

専 門用語辞 書フリー パックの 中か ら医学 ・薬学 系

の辞 書をパックした 「医学・薬学専 門辞書」(9分 野、

173万 語)お よびIT・ 製 造業 系の辞書をパックした

「IT・製 造業専門辞書」(13分 野、203万 語)も用意。

また、ATLAS V12本 体に収録されている「英和・和

英電子辞書」用の専門用語デー タも5分 野227万 語

を収録 している。
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対訳エディタで翻訳&後 編集
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専門用語辞書一覧

分野

1 情報処理

2 電気・電 子

3. 物 理・原子力

4. 機械
5 工業化学

6. プラント

7 土木・建築

8. 金属

9.

10. 輸 送

地学・天 文

ll. 自 動 車

12. 軍 事

13. 農 林 水産

14. 生 物

15, 医 学(生 化学)

16, 医 学(薬 学)

17. 医 学(解 剖学)

18. 医 学(疾 患 ・症状)

19. 医 学(精 神 医学)

20. 医 学(医 療機器)

英 日

138,000→ 吾

   吾101,000

   吾166,000

78,000一 吾

   吾136,000

62,000一 吾

52,000→ 吾

44,000→ 吾

71,000 五口

60,000→ 吾

42,000 五口

25,000一 吾

・i!11 五
口

   吾159,000

   吾147,000

64,000

56,000

五
口

五
口

   吾夏80,000

31,000一 吾

52,000 五口

日英

   吾139,000

   吾102,000

   吾167,000

80,000 五口

138,000一 吾

64,000

53,000

45,000

73,000

61,000

43,000

26,000

.・111

五
口

五
口

五
口

五
口

五
口

五
口

五
口

五
口

   吾161,000

   吾148,000

65,000

58,000

五
口

五
口

   吾182,000

3`L,000

53,000

五
口

五
口
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21. 金 融 ・経 済

22. 法 律

23. ビジ ネ ス

24. 人 名 ・地 名

25. 環 境

63,000

8,000

五
口

五
口

   吾131,000

   吾209,000

34,000 五口

64,000

10,000

五
口

五
口

   吾132,000

   吾zli,000

35,000 五口

3.動 作 環 境

動 作OS:日 本 語Windows XP/Me/2000/98

必 要 メモ リ:32MB以 上(windows xPで は64MB以 上)

必 要デ ィスク容 量:翻 訳 ダブル パ ック520MB

4.価 格(税 込)

 ATLAS翻 訳 ダブル パ ックVl2   92,400円

 ATLAS専 門 用語 辞書 フリーパ ックVl281,900円

 ATLAS翻 訳 スー パ ー パ ックV12  134,400円

 ATLAS医 学 ・薬 学 専 門 辞 書Vl2  39,900円

 ATLAS IT・製 造 業専 門用語 辞 書V12 39,900円

「ATLAS」 の 旧版 ユ ー ザ 向 け には 、バ ー ジョンアップ

製品を販売している。詳しくは下記のURLを 参 照のこと。

http://software.fujitsu.com/jp/atlas/versionup.html

■お問い合わせ先

富士通株式会社
プ ラットフォー ムソリュー ションセ ンター

プ ロダ クトマー ケティング統 括 部 ミドル ウェア部

〒105-7123東 京 都 港 区東 新 橋1-5-2

            (汐 留 シティセンター)

TEL:03-6252-2661

受 付 時 間:9:00～12:00/13:00～17:00

     (土 日祝 日を除 く)

2.機 能

シンプル&ス ピーディな操 作

 「ATLAS翻 訳パーソナル2006」 は 、ATLAS VI2

の翻 訳エンジンを継 承し、シンプル&ス ピー ディーな

操 作がコンセプ トです。ご家庭や職 場でも簡 単に使

える翻訳 ソフトです。

インターネットアップデー ト

 ATLAS翻 訳パーソナル2006ご 利 用のお 客様は

最新 の時事 用語などが入った辞 書やプログラムをダ

ウンロー ドできます。最 新の用語 を用 いた翻訳 を実

現 します。
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http://software.fujitsu.com/jp/atlas

ATLASパ ー ソナ ル2006

イ
鋼

1.は じめに

 本格 的 ビジネス翻 訳 ソ

フトATLASVI2と 同じ翻訳

エンジンを継承 し、個人ユ

ー ザ を 対 象 に し た

「ATLAS翻 訳パーソナル」

がバー ジョンアップいたし

ました。

           「ATLAS翻 訳パ ーソナル

           2006」 は 、最 新 の 時 事 用

語、固有名詞など約45万 語増 の英 日111万 語、日

英ll4万 語を収録 し、ホビーから業務用途まで使え

る基本 辞書と業界最 高水 準の翻訳 品質をご提供 し

ます。グローバル ビジネスの現場 で、もはや必須とな

る「海 外のホームページ」や、「英文メール」の翻訳な

ど、スピー ド重視の翻訳作業 に威力を発揮 します。

ホー ムペ ー ジ翻 訳(IE連 携)

日英 ・英 日のホ ームペ ー ジ翻 訳 が 一 層 便 利 になりま

した。Internet Explorerの ツ ール バ ー にATLASの 翻

訳 機 能 をアドイン。

         ・  繍 牌 博
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◇◇ クイックATLAS◇

 ATLASに はタスクバーに常駐 し、簡単な操作で

 すばや くATLASの 翻訳をご利 用いただける「ク

 イックATLAS」 機能があります。以 ドにその機能

 のいくつかをご紹介します。

■メー ル 翻 訳

Outlook Expressま た はLotus Notes Mailの

場 合 、翻 訳 ツー ルバ ー が 自動 起 動 し、メー ル を
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す ばや く翻訳 します。作成 中のメールは、本 文

中に入力 した文章を翻 訳結果と置 き換 えます。

受信したメールの翻訳結果は、別ウィンドウで表

示します。

■キータイプ翻訳

「入 力した文字 列を即座 に翻訳したい」という時

に、文字 入 力と同時 にリアルタイムに翻訳 を実

行 し、その結果 を入 力 中のウィンドウに貼り付 け

ます。英文のメールを書くときなど大変便利です。

                遡 藁沼

ファイル(E) 編集(P 表示(Ψ 挿入Φ 書式Q) ツールm メッセージ(摂) ヘレ》 禽

 逢躊       貼,付, 疽、戻す

国 宛先 Csupportaesk@Bookmancom

国GC 「 

件名  ......................Deliverytlat・

ATLAS翻 訳 ハ 一゚ソナル+ビ シ"ネス用 辞 書ハ ッ゚ク2006

情報処理

電気 ・電子

ビジネス

人名 ・地名

環境

生物

農林水産

地学 ・天文

輸送

金融経済

法律

収録単語(語)

英 日

138,000

101,000

131,000

209,000

34,000

159,000

.:111

71,000

・1111

63,000

8,000

日英

139,000

102,000

132,000

211,000

35,000

161,000

.・111

73,000

61,000

64,000

10,000

ATLAS翻 訳パーソナル+医 学 ・薬 学専 門辞書パック2006

How bnQ will it take for the book to arrive here?I

                 lI・ ・ 三'溜

            AUτ0  噂    闇 無題 一メモ帳

           本がこちらこ釧着するのに、どれくらいかかりますか つ1

キータイプ翻訳の例

◇■マウス翻 訳 ・マウス辞書

 「この部分 を翻 訳してみたい」という時 に、マウス

 クリックのみです ばや く翻訳結 果や 辞書引 きの

 結果を表示 します。メール 、ホームページ、ワー

 プロなどあらゆるアプリケーションでご利 用いた

 だけます。

生化学

薬学

解剖学

疾患 ・症状

精神医学

医療機器

生物

環境

情報処理

収録単語(語)

英 日

147,000

64,000

56,000

180,000

31,000

52,000

159,000

34,000

138,000

日英

148,000

65,000

58,000

182,000

32,000

53,000

161,000

35,000

139,000

■クイックファイル 翻訳

エクスプローラの右 クリックメニューに「ATLASで

翻訳」を追加します。選択 したファイルを開くこと

なく即座 に翻訳できます。

ATLAS翻 訳パ一ソナル+ピ シ'ネス用辞 書パック2006

ATLAS翻 訳パ一ソナル+医 学 ・薬学 専門辞書パック

2006

ATLAS翻 訳パ一ソナル+IT・ 製造業専門医学 ・薬学

専 門辞書パック2006

 ・11分 野210万 語 の専 門用語辞書を添付した、
「ATLAS翻 訳パーソナル+ビ ジネス用辞書パッ

ク2006」

 ・9分野173万 語の医学 ・薬学 系の専門用語辞 書

を添付した「ATLAS翻 訳パーソナル+医 学 ・薬

学専門辞書パック2006」

 ・13分 野203万 語のIT・ 製 造業系の専門用語 辞

 書を添付 した「ATLAS翻 訳パーソナル+IT・

 製 造業専門辞 書パック2006」 を用意しました。

用途に合わせてお選 びいただけます。

ATLAS翻 訳 パーソナル+IT・ 製 造業 専門辞書パック2006

情報処理

電 気・電子

物 理・原子力

機械

工業化学

プラント

土木 ・建築

金属

輸送

自動車

軍事

農林水産

環境

収録単語(語)

英日

138,000

101,000

166,000

i111

136,000

62,000

52,000

II'11

.1111

42,000

25,000

.:1!1

34,000

日英

139,000

102,000

167,000

80,000

138,000

64,000

53,000

45,000

61,000

43,000

26,000

・・111

35,000

3.動 作 環 境

動 作OS :Windows XP/Me/98/2000

必 要 メモリ:32MB以 上(windowsxPで は64MB以 上)

デ ィスク容量:515MB以 上(本 体 のみ)
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4.価 格(税 込)

ATLAS翻 訳 パ 一ソナル2006          9,240円

ATLAS翻 訳 パ ーソナル+ビ ヅ ネス用 辞 書 パ ック2006 20,790円

ATLASハ9一 ソナル+医 学 ・薬 学 専 門 辞 書 バック200647,250円

ATLへSパ ーソナル+IT・製 造 業 専 門 辞 書 ノ悔 ク2006 47,250円

「ATLAS」 の 旧 版 ユ ー ザ 向 け 及 び 他 社 製 品 を お 持 ち

の お 客 様 に は 、バ ー ジ ョン ア ッ プ 製 品 を 販 売 し て い る 。

詳 しくは 下 記 のURLを 参 照 の こ と。

htt)://s・f更"ar('.IUIItSU.c∩nl/『)/atldS/versi・ 、11u m.htm{

■販売元

富士通ミドルウェア株式会社
〒222-0033神 奈 川 県 横 浜 市 新 横 浜2-15-16

TEL:045-475-9820

受 付 時 間:9:00～12:00/13:00～17:00(七 日 祝 日 除

く)

URL:http://www.fmw.co.jp/

■開発元/発売元

富士通株式会社

技術 的 なお 問 い合 わせ

ATLASサ ポ ー トセンター

TEL:03-5462-1934 FAX:03-5462-2344

受 付 時 間:9:00～12:00/13:00～17:00(土 日祝 日除く)
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翻訳のプロが提唱するMTとTMを 融合した英日・日英翻訳ソフト

「LogoVista X PRO 2006」

ロゴヴィスタ株式会社

1.は じめに

本製 品は 、業 界最高 レベル の精度 を誇 るハ イエン ド

「1.ogoVista翻 訳エンジン」 と柔軟な翻訳 ・辞書カスタマ

イズ機能を搭載 した、ロゴヴィスタ英 日・日英翻訳 ソフ ト

の上位モデルです。ビジネスユースは もちろん、プロユー

スにも対応する優れた翻訳機能を搭載 しています。翻訳辞

書には、英 日29分 野1日英34分 野の専門辞書を含む合計

553万 語 を収録 また、翻訳業務の効率と品質のアップに

大きく貢献する、用語辞書カスタマイズ機能を充実したほ

か、翻訳メモ リのデファク トスタンダー ド 「TRADO瞼 」

との連携機能をいっそ う強化 しました。 さらに、翻訳作業

を強力にサポー トする本格派の英和辞典 「リーダーズ+プ

ラスV2」(約45万 語)、業界最高水準の認識率を誇るOCR

ソフ ト 「OmCR Uer.3」 を標準搭載、企業内の翻訳ニーズ

に幅広く対応できる翻訳システムです。

2.巳 ㎎b恥ta X PRO 2006」 の主な特徴

(1)合 計553万 語 搭載 、業 界最高 レベル の翻訳精度

「Lρgo病sta翻訳 エンジン」

言語学の世界的権威、ハーバー ド大学 久野名誉教授の理論

に基づき開発されたハイエン ド「】k)goVista翻 訳エンジン」

の最新版を搭軌 「優れた構文解析力」 「精密な意味解析に

よる適切な訳 し分け」「ドキュメン ト単位だけでな く文単位

の自動 ドメイン設定による分野別の訳語選択」などにより、

高品質な翻訳を実現します。

 ・翻訳辞書:英 日250万 語 、日英303万 語

  (英日29分 野 日英34分 里騰)専 門雪辛書を含む)

 ・ユーザ辞書:英 日、日英 (複数作成可能)

(2)詳 細な翻訳に適 した高機能エディタ 「対訳翻訳」

翻訳作業のメインとなる 「対訳翻訳」では、原文と訳文を

左右に並べて比較 しなが ら、「別訳語」「別解釈」「品詞設定」

「ファジーマッチ翻訳」などの機能を使ってきめ細かい翻

訳ができます。また、Word連 携 による高度な文章校正機

能を利用することも可能6充 実した機能を利用 して精度の高

い訳文を得ることができます。

(3)翻 メモ リと鰯 を鱗 用 「㎜0離 携」

ロー カ ライ ズ翻 訳 な どに幅 広 く利 用 され て い る

「㎜0胸 」と麟 能を強イbWordや ㎜OS

TagEditorで 翻 蘭 、㎜OS翻 メモ リに該当

しない文章があった場合、「対訳翻訳」の翻訳 ・編集機能を

利用 して翻訳作業を進めることができます。MT(機 械 翻

訳)とTM(翻 訳 メモ リ)の 併用で、翻訳作業の生産性を

大幅に向上することが可能です。

(4)フ レキシブルな翻訳設定ツール 「翻訳スタイル」

さまざまな分野の翻訳に合わせ、使用する辞書や原文解析

の方法、訳文生成などの環境 を個別に登録できる 「翻訳ス

タイル」機能を搭載 しています。翻訳時には、作成 したス

タイルを切 り替えるだけで適 切な環境に設定できます。各

スタイルは、ファイル として保存できるので複数PC間 で

の翻訳環境の共有も自在です。

(5)ビ ジネス文書をダイ レク ト翻訳 「ア ドイン連携j

Mi㎝)soft O伍ceの 各アプ リケーシ ョンや一太郎、 Adobe

Reader、 Adobe AcmbatにLρgoVista X PROの 翻訳ツー

ルバーをア ドインし、ダイ レク トに翻訳することができま

す。PDFやDOC形 式の文書ではレイアウ トを保持 した

まま効率よく翻訳することが可能です。

(6)翻 訳 の品質と効率をアップする 「辞書カスタマイズ」

翻訳品質 ・翻訳効率のアップに欠かせない辞書カスタマイ

ズ機能を豊富に搭載 しています。「用語辞書作成 ツール」「原

文 ・訳文置換条件ファイル」「学習データ」などの各種の辞

書ツールや翻訳条件設定ツールを利用することで、翻訳者

の意に即 した結果を導 くことができます。
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(7)シ ー ンに応 じて使い分けできる強力な翻訳ツール

あらゆるビジネスシーンで使い分けができる、強力な翻訳

ツール と辞書ツールを搭載 しています。

 ・大量 ドキュメン トの一括翻訳に 「ファイル翻訳」

 ・海外Web情 報の翻訳に 「ホームページ翻訳」

 ・英文メールの翻訳や作成に 「クイック翻訳」「タイピン

  グ翻訳」

 ・マ ウスタソチで翻訳&辞 書検 索 「ロボワー ドfQr

  LogoVista」

  (「研究社 新英和(第7版1・ 不暎(第5版)中 舌 1付 属)

 ・多数の英語文例集を搭載 した 「英作文スタジオ」

 ・チャッ トの翻訳に 「Windows Messenger翻 訳」

 ・デスク トソプで翻訳 ・辞書引き 「LogoVista X PROデ

  ス クバー」

 ・英語 ・日本語文章を音声出力 「音声読み上げ機能」

 ・日本語を声で入力 「音声認識 機能」

 ・辞書や機能をオンライン更新 「LogoVista X PROア ッ

  プデー ト」

 ・サポー ト情報 ツール 「LVナ ビ」

(8)本 格派の英和辞典と㏄Rソ フ トを標準搭載

翻訳編集作業に欠かせない、英和辞典と㏄Rソ フ トを標準

搭載 しています。

 ・プロの翻訳者が愛用する約45万 語の本格派英和辞典

  「リーダーズ+プ ラスV2 ㈱ID」(レ)goVista電 子辞典}

 ・業界最高水準の文字認識率を誇る㏄Rソ フ ト

  「〔anCR Ver.3」(オ ムロンソフ トウェア社製)

4.お 問 い 合 わ せ 先

ロ ゴ ヴ ィ ス タ株 式 会 社

サ ポー トセ ン ター

 TEL O3-5690-9167

 htω:11wwwl〔)90、 唖s重疋藁.CO.iI

図 一3  「LρgoVistaX PRO 2006」 パ ソケ ー ジ

3.製 品仕様

(1)価 格

  通常版 84,000円(税 込)

  専門辞書フルバック 126,000円(税 込)

(2)動 作環境

対応OS :Windows XP Professional,Home Edition 1

     2000Professional日 本語版

腰CPU:Pentium II 400MHz以1:のCPU搭 載機種

      を推奨

必要メモ リ:128MB(256MB以L一 を推奨)

必 要HD容 量:1,080MB以 上(フ ルインス トール時)

 ※インス トールするアプリケーションにより異なり表す。
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ホームページ/メ ー リング リス トに関す るア ンケー ト結果報告

AAMTイ ンターネ ッ トワーキンググループ

 イ ンターネ ッ トWGで は、 AAMTの ホームページお よび

メー リングリス トのインフラ整備を行い、更新など運営

を行っています。2005年 度 の総会 において、ホームペ

ー ジおよびメールマガジンに関す るフィー ドバ ックを

目的にアンケー ト調査を実施 しま した。その結果を報告

致 します。

アンケー ト概要

・ 実施 日:2005年6月14日

・ 総会 ・報告会 ・講演会参加者に対す る無記名 アンケ

  ー ト

・ 回収件数:42件

2 ホ ームペー ジに関する質問

以下、ホームページに関するアンケー ト結果を紹介します。

見たことが

最近は

いなし

月に1回

   1

月 に1回

禾満,15

図1:ホ ー ムページの閲覧頻度

1 回答者の プロ7イ ール

回答者のプロフィールを表1に 示 します。なお、以下必

要に応 じ 「会員(法 人会員の構成員+個 人会員)・ 非会

員」、あるいは 「利用者 ・それ以外(以 下、プ ロバイダ)」

のカテゴ リに分 け分析を行います。

表1:回 答者プロフィール

分類

人数

法人会員の

構成員

20名

(48%)

個人

会員

ll名

(26%)

非会員

11名

(26%)

合計

42名

(ioo%〉

 ホ ー ムページは、1～2ヶ 月に1回 更新 されています

ので、最新の情報 を見るためには月1回 以上のア クセス

が必要です。 しか し、1/4の 人 しか月1回 以Lは アクセ

スしていません。利用者/プ ロバイダの区分ではアクセ

ス頻度に差がありませんが、やは り会員の方が非会員よ

りアクセス頻度が高いようです。

 なお、アクセス しない理 由としては、「ホームページ

の存在 を知 らなかった」「興味がない」などがあり、今

回のアンケー トを通 じ、興味を持 って頂けるホームペー

ジとす ることが課題であることが確認 されま した。

分類 人数

大学など非営利団体での研究

メーカー など営利団体での研 究 ・開

発 ・製造

企画 ・販売 ・営業

利用者

その他

7 (17%)

7 (17%)

4 (io%)

19 (45%)

5 (11%〉
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図2:関 心のある(よ く見 る)ペ ージ
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利用者 とプ ロバイダに分 けると、利用者 の ヒ位は 「MT

リス ト」「MTサ ー ビス」「行事一覧」の順で、プロバイ

ダは 「MTリ ス ト」「MTサー ビス」 「MTサ ミソ ト」 とな り

ます。プ ロバイダには研究者が多いため、MTサ ミット

へ関心が高いと考えられます。

 一方、AAMTの ホ ームページアクセ ス記録では、一位

は他を大き く引き離 し 「MTサー ビス」、続いて 「MTソ フ

ト」、「TMツ ール」、「UPF」、 「MT掲 載 雑誌」です。アン

ケー ト回答者は これ と比べ 「行事一覧」への関心が高い

ことがわか ります。

 次 に、ホームページの良い点、改善すべ き点および掲

載 を希望す る内容に関する主な意見を紹介 します。

★良い点

  ・TMも 含むMTソ フ トの一覧が充実 している

  ・わか りやすい

  ・情報が最新のものがアップされているので有効

  ・対応 している言語の数が多い

★改善すべ き点

  ・MTサ ミッ トの 日本語版がほ しい

  ・報告資料な どダウンロー ドできるよ うに して欲 し

   い。

  ・調 査委員会の報告な どが タイム リーに読めるよう

   に して欲 しい。

  ・デザインに機械翻訳のイメージがない気がす る

  ・どこが更新 されたかわからない

★掲載 を希望す る情報

  ・AAMT発 信 情報のアーカイブ

   各種 発行物、委員会報告、メールマガジンなど

  ・MTの 動 向 ・最新情報など

   市場 動向、論文 ・著作の動向、ニュースな ど

  ・その他

   会員 の交流の場、オンラインのMTの デモ、直近

   の行事の詳細予定、翻訳 ソフ トレビューなど

3 メールマガジンに関する質問

以下、メールマガジンに関するアンケート結果を紹介しま洗

届 いて

いな い,13

興味のある

場合のみ,9

毎 回読 む,16

インター ネッ トWGで は上記の意見を参考に、8月 よ り

ホームページの変更箇所のアナウンスを開始 しました。

また、各種情 報のアーカイブを提供で きるよう会員専用

のページ開設 も検討 しています。 また、その他の情報に

関 して も各委員会の協力の上、提供できる枠組みを提供

したいと考えてお ります。

図3 AAMTメ ールマガジンを読む頻度

メールマガジンは非会員の方には届いていませんが、届

いている方の213の 方 は毎回読んでいただいてい るよ う

です。また、 「届いているにもかかわ らず読んでいない」

方は0名 で した。

25

20

15

io

5

0

⊥
ハ
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帽
昭

図4:関 心のある内容
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〆
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利用者 とプロバイ ダで大 きな差が有るのは 「利用者はイ

ベ ン トへの関心が低 く、プ ロバイダはイベ ン トへの関心

が高い」 とい う1点 のみで した。 この傾 向はホームペー

ジへの関心の傾向 と一致 ししています。 これは、イベ ン

トの内容が学会の案 内が多いことから、研究者の多いプ

ロバイダの関心が高いのだと考えられます。

次に、「メールマガジンにあると良い と思われ る情報」

に関する主な意見を紹介 します。

 ・ 翻 訳 ソフ ト使用者の意見

 ・ 学 会な どの情報、CFPな ど
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 ・ 技術ニュース(一 般誌の記事ではなくインサイ

   ドの情報)

 ・ 機械翻訳の弱点 ・問題点がどのように克服され

   つつあるのか、教えて下さればと思います。

 ・ 関連する大学研究室の公開成果発表など

これらの内容は、各委員会やジャーナル編集委員会など

と協力の上、提供できるよう検討したいと考えます。

最後に、メールマガジンに対する主な意見を紹介します。

 ・ 少々ノイジーな内容に思われても、速報性 とい

   う意味からも関係する話題であれば、都度お教

   えいただきたい。

 ・ これからもがんばってください。期待しています0

 ・ 大変すばらしい対応で有難 く思っている。発信

   されている側もご苦労が多いとは思うが、楽 し

   みにしているので引き続きご対応いただきたい。

まとめ

 ア ンケー トを通 じ、ホームページとメールマガジンに

関 し以下の点がわか りました。

 ・ メールマガジンやホームベー ジに関 し、 肯定的

   な評価 を得ている

 ・ 会 員専用のホームページを設 け、各種報告や メ

   ー ル マガジンのアーカイブが求められている

 ・ 翻 訳 ソフ トの最新情報や翻訳 ソフ トリス ト、イ

   ベ ン ト案内な どが求められている

 イ ンターネッ トWGは 、メールマガジンおよびホーム

ページのインフラ整備および運営を担っています。これ

らが会員に肯定的な評価 を受けていることに喜びを感

じてお ります。今後、会員専用ページな どのインフラ整

備 を継続 していきたい と考えてお ります。
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協 会 活 動 報 告

(2005年4月 ～2006年3月)

理事会

05年 度第1回 05年5月16日

05年 度第2回 06年3月17日

①05年 度事業報告

③理事選任の件

⑤その他

①06年 度事業計画

③事務局移転の件

⑤その他

②05年 度決算報告

④長尾賞創設の件

②06年 度収支予算

④理事交替の件

鎚

報告会

灘

鑑

05年6月14日

6月14日

6月14日 1

6月14日

①04年 度事業報告

③05年 度事業計画

⑤役員選任の件

1 技術動向調査委員会

II 市場動向調査委員会

III

IVイ ンターネ ッ トWG

ネ ッ トワー ク翻訳研究会

②04年 度決算報告

④05年 度収支予算

⑥長尾賞創設の件

  "Making Information Universally Accessible"

  Senior Research Scientist, Google, Inc. Mehran Sahami氏

II:「 機 械 翻 訳 技 術 の 本 格 的 実 用 化 に 向 け た コ ー パ ス 活 用 」

  (㈱ 富 士通研究所Eメ デ ィア研 究所 主管研究員 潮 田 明 氏

  中 大 駿 河 台 記 念 館 「レ ス トラ ン プ リオ ー ル 」

選 05年4月26日

   8月25日

  10月25日

  11.月15日

  12月13日

06年2月9日

3月8「]

①決算理事会準備

③その他

①MT Summit X関 連討議

①MT Summit X報 告

①運営諸問題討議

①運営諸問題討議

①運営諸問題討議

②サ ミッ ト関連討議

②その他

②その他

②その他

②その他

②06年 度度 の活動について ③その他

①予算理事会準備

②06年 度度 の活動について ③新体制について

④その他
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技術動向調査委員会 05年4月21日

7月8日

9月2日

10月7日

11月30日

06年1月10日

3月8日

①BLEU関 連研究報告 について

②サ ミッ ト関連・論文投稿 について他

③その他

①05年 度の活動計画の策定

②MT Summit X関 連   ③その他

①MT Summit X関 連   ②その他

①MT Summit X報 告

②JEITA、 TIDESに よるMTシ ステム評価結果について

③ シンポジ ウム ・講演会等のお知 らせ

④その他

①JEITA、 TIDESに よるMTシ ステム評価結果について

②その他

①MTシ ステム共通課題取 り組みについて

②その他

①言語処理学会投稿論文について

②MTシ ステム 自動評価 について

③06年 度の活動及び新体制について

④その他

市場動向調査委員会 05年4,月22日

5月13日

6月3日

7月8日

9月2日

①ベ ンダー調査について

②サ ミッ ト関連論 文投稿 について他

③翻訳 ソフ トの評価について

④その他

①MT Summit X・論文投稿 について

②ベ ンダー調査について

③MTソ フ トの評価 について

④ その他

①MT Summit X・論文投稿 について

②ベ ンダー調査について

③MTソ フ トの評価 について

④ 吉川氏、 ヒア リング依頼 について

⑤ その他

①吉川氏 ヒア リングについて

②ベ ンダー調査について

③MT Summit X論 文修正作業にっいて

④その他

①MT Summit X発 表論 文最終確認ついて
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10月28日

11月22日

12月16日

06年1月26日

2月16日

3月6日

②その他

①MT Summit X報 告(山 田氏の論文発表 について)

②パ ソコン出荷台数、出荷金額の推移

③出荷実績参加会社一覧

④サ ミッ トでの市場動向調査 に関す る質問、コメン ト、

 要望について

⑤ その他

① ユーザーアンケー ト調査準備

② その他

① 翻訳支援ツールについて

②ユーザーアンケー ト調査 について

③その他

①ユーザー向けアンケー ト調査実施準備 について

②ベ ンダー調査 について

③06年 度の活動について

④その他

①ユーザーアンケー ト調査報告について

②ベ ンダーアンケー ト調査実施準備 について

③06年 度の活動(案)に ついて

④ その他

①ベ ンダー調査依頼について

②06年 度の活動について

(各委員 からの提案のまとめ 他)

③その他

・ トワーク  研 究会 一 AAMT/Ja lo特 許翻 研究会

05年4月28日

5月26日

6月15日

①04年 度研究会について

②05年 度研究会について

③MT Summit X関 連について

 ・ 特許翻訳の ワークシ ョップ関連

 ・論 文投稿他

④その他

①Japio特 許翻訳デー タ・日英アライメン ト

 作業について

②05年 度の研究内容 について

③総会関連       ④ その他

①Japio特 許翻訳データ・日英アライメン ト

46



塑

         作業及び仕様について

        ②次回の発表内容 について

        ③その他

   7月25日 ①MT Summit X関 連

          ・ 特許翻訳 ワークシ ョップのプログラム確定に

           ついて 他

        ②Japio特 許翻訳デー タ・日英ア ライメン ト作業に

         ついて

        ③特許文か らの分野固有翻訳例の抽 出  ④その他

  10月25日 ①MT Summit X 「特許翻訳 ワークシ ョップ」報告

        ②特許 ・情報フェア&コ ンファレンス/Japio創 立

         20周 年記念講演会

        ③特許文からの分野固有翻訳例の抽出

        ④Japio特 許翻訳データ・日英 アライメン ト作業に

         ついて

        ⑤その他

  11月25日 ①Japio特 許翻訳データ・日英 アライメン ト作業に

         ついて

        ②05年 度の研究概要 について

        ③ その他

  12月16日 ①Japio特 許翻訳データ・日英 アライメン ト作業に

         ついて

        ②05年 度の研究概要について

        ③06年 度(平 成17年 度)報 告書作成について

        ④その他

06年3月13日 ①06年 度の研究会活動について

        ②年次報告書および今年度の活動内容について

        ③その他

05年7月8日 ①MT Summit X特 別 号

  11月30日 ① 前 号反 省  ② 次号(38号)企 画

インターネ ッ トWG O5年11月30日 ①MT Summit X関 連

 URI.、 Call fbr Paperに つ いて

②AAMTホ ー ムペー ジにつ い て

 海 外 ペ ー ジ、会員 ペー ジ、ML配 信

③ そ の他

③その他

、MTリ ス ト他
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サ ミッ ト実行委員会 05年8月25日 ①MT Summit X最 終確認 ②その他

サ ミッ ト説明会 9月8日 ①MT Summit Xツ アー オ リエ ンテー シ ョン

MT Summit x報 告

     (9112 チ ュー トリア ル 、9113～9!15 本会 議、9112&9!16 ワー クシ ョップ)

【会場 】  タイ、 プー ケ ッ ト(ヒ ル トン プ ー ケ ッ ト アル カデ ィア リゾー ト&ス パ)

【主催 】   ア ジア太 平洋機 械 翻訳 協会(AAMT)

【後援 】   経 済産業 省 、総務 省

【現地 事務 局 】 タイ 自然 言語 ラボ ラ トリー(TCL)

【参加 者状 況 】

   ・ 本 会 議 登録者 約240名 、30か 国

   ・ 国別 で は 日本 か らの参加 者 が一番 多 く64名 。次 が タイで32名 。以 下、ア メ リカ30名 、

     中国10名 、韓 国7名 、 ドイ ツ7名 、 カナ ダ6名 で欧 米 か らは計75名 が参加 。

   ・ 本 会 議 に前後 したセ ッシ ョンへ の参加 は、 チ ュー トリアル(3件)延 べ112名 。

     ワー クシ ョップ(4件)延 べ124名 。 ワー クシ ョップ では 、 「Example・Based Machine

     Translation」 が50名 、 「Patent Translation」 は約30名 の参加 が あ り、好評 で あ った。

【特記 事項 】

   ・ サ ミッ ト期 間 中に国際機 械 翻訳 協 会(IAMT)のbusiness meetingが 開催 され 、次期

     会 長 と してBente Maegaard氏(コ ペ ンハー ゲン大学教 授 、ヨー ロ ッパ機 械 翻訳 協会 会

     長)が 選任 され 、第11回MTサ ミッ トは2007年9月 、 コペ ンハ ー ゲ ンで開催 され る

     こ とに決 定 した。

                           AAMTジ ャーナル編集委員会委員長

                           独立行政法人情報通信研究機構 井佐原 均

 遅くな りましたが、AAMTジ ャーナル38号 をお送りします,,

 今号には、昨年9月 に開催 しま した第10回 機械翻訳サミッ トに関する報告がいくっか掲載されています。会員

の皆様のご協力によって、サ ミソ トが成功裏に開催できま したこと、改めて御礼申し上げます。また、AAMTの

活動の一つである、ホームページとメイ リングリス トについて、昨年の総会で行いましたアンケー トの結果 も掲

載いたしました。

 さて、2002年 の32号 からAAMTジ ャーナルの編集委員会委員長を務めさせていただきましたが、今回で委

員長を次の方に引き継 ぐことにいたしました。MTサ ミット特別号を含めて、8号 の編集に関わらせていただきま

した。日本だけでないアジア太平洋のAAMTを 目指す一環として、毎号、英語の記事を入れるよ うに心がけたこ

と、表紙のデザインを変更したこと、アジアの研究機関を紹介するMTサ ミソ ト特別号を発行 したことが、印象

に残ってお ります。

 今後とも、新 しい編集委員長の下での、AAMTジ ャーナルをご支援いただきますよう、お願いいたします。
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